


心 の 糧

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ンク ス

教会がなす業のどれをとってみても，その目的は，神の子らを神の王国につなぐ

こと，人に人間の起原 と将来の受け継ぎを教えること，人生の目的とそれを成就す

る孝めの計画，また永遠の可能性を知 らせ，恵みをもた らすことである。それは神

の子 らを強め，高めて永遠の原則を実践させ，学ばせ，仕えさせ成長 させ，まわり

に善を施 させることである。そして，火と燃えさかる時々の問題に対抗 して，神 と

のつながりを感謝 し，豊かな人生を生きていることの驚異を感謝できるよう，また

人にとって大切な何かを求め，期待 しておられる神を敬 ケことができるよう，援助

することである。

さて，以上の目的はみな，．羊の数を数えることではな く養 うことであり，建物や

ユニ ット，組織，統計の数をふやすことではな く，神の子のひとりひとりを祝福す

ることである。

我々の知るように，キリス トは入種 に関係な く，全人類に大いなる関心を寄せ，

偉大な愛を持っておられた。キリストは幼な児を伴い，罪人を捜 し求め漁師や取税

人から従 う人を召 し出された。群衆の中にあってさえ，すそをさわる婦人に心をと

めるほどに，ひとりびとりを心にかけておられた。すばらしいたとえを もって，さ

げすまれていたサマリヤ人の己れを忘れた思いやりを人に教えられた。９９匹を抱き

なが らも，失われた １匹を捜 した行かれた。我々の目的は，彼に従 うことである。
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大 管 長 会 メ ッセ ー ジ

復活 ε回復

末 口聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

第二副管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー 長 老

４月 は， 人 類 史 上 最 も大 いな る ２つ の 出 来 事 を思

い起 こさせ る， ま さ に歴 史 的 な 月 で あ る。 そ れ は我

々 の主 ， 救 い主 イ エ ス ・キ リス トの 死 と 復 活 で あ

り， 末 日に地 上 に 回復 され た キ リス トの教 会 ， そ の

王 国 の再 建 で あ る。 ま た教 会 員 は ， キ リス トが紀 元

前 １年 の ４月 ６日 に誕 生 され た ことを も 信 じ て い

る。 （教 義 と聖 約 ２０：１）

我 々が 救 い主 の誕 生 ， 死 ， 復 活 を 思 う時 ， 「神 は

そ の ひ と り子 を賜 わ っ た ほ ど に， この 世 を 愛 して下

さ った。 それ は御 子 を 信 じる者 が ひ と り も滅 び な い

で， 永 遠 の命 を得 る た め で あ る」 （ヨハ ネ ３ ：１６）

との言 葉 に実 感 を覚 え る の で あ る。 イ エ スは 十 字 架

上 で血 を流 し， 御 父 に苦 しみ の叫 び を あげ な が ら死

な れ， 御 父 は御 子 の嘆 願 を聞 き つつ ， その苦 悩 を 見

な が ら非 常 な苦 痛 ， 悲 しみ に耐 え られ た に もか か わ

らず ， そ れ は御 二 方 と地 上 に生 を 受 けた あ らゆ る人

間 に と って の勝 利 で あ っ た。

我 々 は詩 人 チ ャ ール ズ ・Ｈ ・ガ ブ リエル と共 に こ

う歌 うの で あ る。

「主 イ エ ス の愛 に た だ お ど ろ く
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復 活 と 回 復

恵みの深きに われ惑 う

罪びとのため 十字架にて

流 されたる血に 身はふるう

つき刺され し主の 手を思い

その愛と恵み 忘れ得ず

み くらの前に ひざまずいて

主のみめ ぐみを たたえまつらん」

（讃美歌７６番）

我々は折々これ らの重大な出来事を熟考 し，それ

が我々にとっていかなる意義を持つのかを充分に理

解 しているであろうか。我々が自分の罪の照いに苦

しまぬよう，代わってその苦痛を受けようと言われ

た救い主の驚嘆すべき愛を，胸に思い描 くことがで

きるであろうか。我々は，御父の生命と救いの計画

に従 って人類を生ずるためにアダムが堕落 し，堕落

により死がもたらされたため，人類を死の縄目か ら

’解放する道と瞭いとが必要にな
ったことを理解せね

ばな らないＱ

それが，主の死と復活の目的であった。こうして

全人類が墓か ら贈われたのであるが，主は我々がよ

り大いなる祝福にあずかるよう望んでお られる。永

遠の死より救いは実にすばらしいことであるが，主

は，我々が昇栄 して永遠の生命を得，永遠の父，神

と生活を共にするべく，我々に １つの計画を与え ら

れた。

そのゆえに，主は御 自身の教会を再建されたので

あった。それは，聖徒 と呼ばれる者たちが教えを受

け，悔い改め，バプテスマを受け，権威ある者の按手

による救いの儀式を受けるために，その昔使徒たち

と共に組織された教会とまった く同じものである。

これは，世に広 く理解されてはいない こ と で あ

る。キ リス トの教会の一員として，この末日に回復

され ， 啓 示 され た 完全 な福 音 を教 え られ て い る我 々

は， 何 と恵 まれ て い る こ とで あ ろ うか。 神 は実 在 の

御 方 で， 我 々が 似 せ て 造 られ た こ と，我 々 は神 の霊

の子 供 で あ る こ と， 神 は我 々を 愛 し，心 に か け て い

て下 さ る こ と， 従 うな らば 神 の み前 に帰 られ る こ と

を御 子 を通 して教 え て お られ る こ と， み 前 に 家族 や

愛 す る人 々 と共 に永 遠 の進 歩 を 遂 げ られ る こ と， そ

れ らは何 と大 い な る祝 福 で あ ろ う。

イ エ ス は言 わ れ た。 「見 よ， これ わが 業 に して わ

が 栄 光 ， す な わ ち 人 に不 死 不 滅 と永 遠 の生 命 とを も

た らす な り 。」 （モ ー セ １ ：３９）

しか し，・単 に 以上 の 事柄 を知 り， 教 会 員 で あ るだ 、

けで は 救 い は 得 られ ず ， 約 束 の祝 福 も与 え ら れ な

い。 信 仰 あ る者 に約 束 され た祝 福 を 受 け る の は， 御

父 の み こ ころを 行 な い， 戒 め を 守 り，福 音 の原 則 に

従 って 生 活 した 時 で あ る。

我 々 は 「心 を つ く し， 精 神 を つ く し， 思 い を つ く

して， 主 な るあ な た の神 を愛 せ よ。 第 二 も これ と同

様 で あ る。 自分 を愛 す る よ うに あな た の隣 り人 を 愛

せ よ」 （マ タ イ ２２：３７， ３９） との第 一 に大 切 な 戒 め

を 常 に心 に とめ つ つ ，戒 め を学 び， 戒 め に従 わ な け

れ ば な らな い 。 我 々 が この ２つ の戒 め に 従 う な ら

ば ， 「まず 神 の 国 と神 の義 とを求 め な さ い。 そ うす

れ ば， これ らの もの は ， す べ て添 え て与 え られ るで

あ ろ う」 （マ タ イ ６ ＝３３） との み言 葉 を 心 に し つ

つ ， 他 の戒 めを 受 け入 れ ， 守 る態 度 が養 わ れ る はず

で あ る。

教 会 の設 立 と復 活 とを 同 じ季 節 に思 う こ とは， い

か に似 つ か わ しい こ とで あ ろ うか 。復 活 は ，死 よ り

の解 放 を可 能 に し， 救 い の儀 式 を 備 え た教 会 の 回復

は ，我 々 の信 仰 と忠 実 さ に従 い， 昇 栄 と永 遠 の生 命

を可 能 にす るの で あ る。
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天 国 の 光
旦
尽

十二使徒評議員会会長代理

ス ペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル長 老

愛 す る兄 弟 姉妹 ，友 人 の皆 様 ，天 の

窓 を 暗 くす る大 きな 罪 悪 に つ い て， 現

在 多 くの こ とが言 わ れ て い る。 私 た ち

は 不 道 徳 を 見 て身 震 い を覚 え る，，ひ ん

ぱ ん にあ る離 婚， 家庭 の崩 壊 ， 少年 非

行 に恐 れ さえ抱 く。 私 た ち は時 に立 ち

止 ま って，それ らが み な 罪 悪 で は な く，

よ くな い こ とで も不 従 順 な行 動 で もな

くな って い る こ とを， 厳 し く見 つ め直

さね ば な らな い で あ ろ う。

私 は， 肖像 画 を描 い て も ら った時 の

経 験 を これ ま で に も再 三 話 して き た．

神 殿 の ４階 に， 大 き な椅 子 が 半 円 に

置 い て あ る十 二 使 徒 評 議 員 会 の部 屋 が

あ る。 そ こで 十 二 使 徒 た ち の大 切 な 集

会 が 開か れ る ので あ るが ， 部 屋 の 壁 面

に は， それ らの兄 弟 た ちの 肖像 画 が か

か っ て い る。 私 は この 部 屋 に入 った 時

に， 親 し く交 わ って い る偉 大 な 兄 弟 た

ち の絵 を ， 尊 敬 と讃 美 に満 ちて 見 上 げ

た もので あ る。

それ か ら しば ら くの ち にな って ， 大

管 長 会 の命 に よ り， 私 の 肖 像 画 が あ の

兄 弟 た ち の絵 に加 え られ る こ と とな っ

た。

リー ・グ リー ン ・リチ ャ ーズ 氏 が 画

家 に選 ばれ ， す ぐに製 作 に と りか か っ

た。 私 は彼 の ア トリエの 一 段 高 くな っ

た台 の椅 子 に腰 か け， で き るだ けハ ン

サ ムに描 か れ る よ う努 めた の で あ る

が， 私 ら しい絵 が で き る には そ れ は無

理 な こ とで あ った 。絵 の具 ， 筆 ， パ レ

ッ トな どの準 備 が整 い， 彼 は私 を じろ

じろ見 つ め て は， カ ンバ ス に手 を加 え

て い った 。 そ の よ うに して， 私 は幾 度

もア トリエ に 通 った。 何 週 か過 ぎて ，

絵 は 大管 長 会 に提 出 され ， そ の あ と妻

や 娘 に見 せ られ た。

しか しそ の絵 は受 け入 れ られ ず ， も

う一度 や り直 す こ とに な っ た。

ア ング ル を変 え，何 時 問 も費 や して，

や が て絵 は完 成 真 近 に な っ た。 そ の 日

は い つ もの よ うに多 忙 な 日 で あ った 。

私 は そ の 口， ま るで この世 を 離 れ て 夢

の 中 に で もい るか の よ うで あ っ た。

画 家 は そ の私 の夢 見 る よ うな 目 つ きを

カ ンバ ス に写 す こ とに苦 心 して いた に

違 い な い。 彼 は パ レ ッ トと絵 の 具 を 下

に置 くと， 腕 を組 んで ， ま っす ぐ私 を

見 つ め た。 私 は次 の よ うに突 然 質 問 さ

れ て， ぎ く りと して 夢 か ら さ め た 。

「キ ンボ ール 兄 弟
， あな た は天 国 に行

った ことが あ ります か 。」

私 は ち ゅ うち ょせ ず この よ う に答 え

た の です が ， それ も同 様 に 彼 に と って

大 き な シ ョ ックだ った よ うで あ る。

「あ あ
， 行 っ た こ とが あ りま す よ。 リ

チ ャー ズ兄 弟 ， 私 は この ア トリエ に来

る前 に も天 国 の光 景 を 見 て きま した 。」

彼 は楽 な 形 にす わ り直 して ，私 を真 剣

に見 つ め たが ， 目 には 明 らか に 驚 きの

色 が 見 え た。 私 は 続 けて言 った。
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「たった １時間ほど前です。通 りの向

こうの神殿の中でです。結び固めの部

屋の白 く塗 った厚い壁，明かるく暖か

なひだをとρたカーテン，簡素でどっ

しりとした家具，さながら人を無限に

写、し出すかのように向きあって掛けら

れた鏡，おだやかに輝 く目の前の美 し

いステン ドグラスの窓，そこは外界の

物音がすべて遮断された世界でした。

部屋にいた人は，みな白い衣に身を包

んでいました。そこには平安 と調和 と

心か らの期待がありま した。 きちんと

身つ くろいを した青年 とこの上な く愛

らしく装った女性が，表現の域を越え

るほどに美 しいさまで祭壇をはさみ，

ひざまずいていま した。私は彼 らを地

上で も日の王国でも永遠に結婚させ，

結び固める天の儀式を，正当な権能を

もって執行 しま した。そこにいたのは

１４８

心の清い人たちでした。天国はそこに

ありました。

永遠の結婚式が挙行され，出席者か

らお祝いの言葉を受けている時，幸福

にあふれた父親は喜びを満面にたたえ

て，手をさしだしなが ら言いました。

『キンボール長老，妻 と私はごく平凡

な人間で成功者ではありませんが，自

分の家族には大 きな誇 りを持っていま

す。』彼は続けました。「神殿結婚のた

めにこの神聖な宮に入 るのは， ８人目

のこの子で最後です。みんな相手 と一

緒にこの末 っ子の結婚式に来ているん

です。 きょうは私たちの特別 うれ しい

日です。 ８人の子がみんな正 しい結婚

を したんですから。みんな教会に熱心

で主に忠実です。上の子たちは子供た

ちを立派に育てています。』

私は彼の節 くれだった手と質素な外

、

’見を見つめなが ら
， 『これこそ，自分

の使命を全 うした神さまの本当の息子

だ」 と思いました。

私は彼の手を握 りなが ら， 『成功で

しょう？』と言いました。 『それは私

が今まで聞いたうちで最も偉大な成功

です。貯えや銀行預金や土地や財産を

たとえいかに持とうと，それだけでは

失敗です。あなた方は自分の生活を正

しく保ち，立派な子供たちを育て，信

仰 とみわざのうちに子供 た ち を訓練

し，そのようにしてこの地上 に送られ

た本来の目的を果た していらっしゃる

のです。』」

私は話終わった。画家を見上げると，

彼は身 じろぎもせずに深 く何かを思 う

ようにただ立っていた。そこで私は続

けて言った。 「兄弟，天国の光景を私

は幾度 も見ていますよ。」

「あ る時，私たちは遠 くのステーキ

部大会にでかけま した。そ して土曜 日

の昼頃，ステーキ部長の飾 り気がない

簡素な家に到着 しま した。ノックする

と赤ん坊を抱いたやさしそうな母親が

ドアをあけま した。彼女はメイ ドや召

し使いのいる家を見たこともないよう

な，そんな感 じの婦人でした。絵のモ

デルでもな く社会の一線に立つ女性で

もありませんで した。髪は質素にとか

しつけられ，衣服は上品で慎み深いも

ので した。彼女の顔は笑みを浮かべ，

若 くはないながらも，豊かな経験 と意

義ある人生を生 きている充実感がみご

とに調和 して見えま した。

その家は小さく，いろいろな用途に

使われる部屋に通されると，部屋は満

員にな りました。中央には長いテーブ



ル と椅 子 が た くさん並 ん で い ま した。

私 た ちは ，子 供 の う ちの何 人 か を隣 り

に あず けて ，私 た ちの た め に あ け た小

さな寝 室 で くつ ろぎ， ま た居 間 に戻 り

ま した 。

彼 女 は， 台 所 で忙 しく働 い て い ま し

た。 彼 女 の夫 で あ る ス テ ー キ部 長 は ま

もな く仕 事 か ら帰 り，私 た ちを歓 迎 し，

誇 ら しげ に仕 事 や遊 び か ら帰 った 子 供

た ち を紹 介 し始 め ま した 。

やが て大 勢 が 手 伝 った た め ， 魔 法 を

か け た よ うにす ば や く夕 食 の テ ーブ ル

が 整 い ま した。 手 伝 う手 つ きは 器 用 で

慣 れ た もの で した 。 どの子 も 自分 の 責

任 を 教 え られ て い る様 子 で した。 み ん

な す る仕 事 を 持 って い ま した。 あ る子

は テ ー ブル ク ロス を広 げ， あ る子 は ナ

イ フ と フ ォ ーク を並 べ， あ る子 は そ の

上 に 大皿 を ふ せ ま した，， （皿 は高 価 な

もの で は あ りませ ん で した。 ） そ して

ク リー ム ミル ク の入 った水 差 しが 運 ば

れ， 自家 製 パ ンが 山 に積 まれ ， ボ ール

が 置 かれ て， 果 物 の皿 とチ ーズ の皿 が

出 さ れ ま した。

１人 の子 供 が 椅 子 の背 を テ ー ブル に

つ け る とみ ん な は い っせ い に テ ーブ ル

に向 か い， 椅 子 の そば にひ ざま ず きま

した。 小 さな 男 の 子 が 家 族 の祈 りを頼

まれ ま した。 その 子 は その場 で ，家 族

や学 校 の勉 強 の こ と， ま た宣 教 師 や監

督 に祝 福 が あ る よ うに と祈 り始 め ま し

た。 大 会 にや って 来 た私 た ちが 『よ い

話 が で き る よ うに 』， 父親 の教 会 の責

任 につ い て ，子 供 た ちが 『み ん な よ い

子 で 親 切 を す るよ うに」 ， そ して寒 い

夜 に丘 の上 の 羊 小屋 で生 まれ か か っ て

い る子 羊 の た め に も祈 りま した。

幼 い子 が 食 物 の祈 りを し終 わ る と，

１３の皿 が表 に返 され ， ボ ール に ミル ク

が つが れ， 夕 食 が 始 ま りま した 。 食 べ

物 や家 や子 供 た ちや ， そ の他 の こ とで

も， 言 いわ け め いた こ とは 一 言 も聞 き

ませ んで した 。 会 話 は 活 発 で 楽 し く，

子 供 の行 儀 振 舞 いは 立 派 で した 。 そ の

両 親 は どん な 時 に も落 着 き と威 厳 を も

って 対 処 して い ま した 。

家 族 数 が 限 られ ，子 供 の い な い家 庭

も多 い 昨 今 ， １人 ２人 の子 が わ が ま ま

ぜ い た くに育 て られ て い た り， 召 し使

い た ちを 雇 って 豪勢 な暮 しを した り，

家 庭 を顧 み ず崩 壊 す るに ま かせ た りす

る こ との 多 い 中 に あ って， 相 互 に助 け

合 い， 愛 し合 い， 一 致 が見 られ ， 子 供

た ちが わ が ま ま を知 らず に成 長 して い

る大 家族 を 目 の あ た りにす る こ とは ，

ひ ど く新 鮮 に感 じ られ ま した。 数 の 足

りな い椅 子 ， 古 び た じ ゅ うた ん， 質 素

な カー テ ン， 小 さい家 ， 少 な い部 屋 を

大 勢 が 使 わ な けれ ば な らな い こ と， そ

れ らは少 し も気 にな りま せ ん で した 。

私 た ち は暖 か く， 健 全 で ，簡 素 な そ の

家 庭 の心 に触 れ て ，真 底 くつ ろ ぎ，満

た され たの で した 。」

私 は 息 を つ い た 。「リチ ャー ズ兄 弟 ，

私 はそ の 日 も， そ して い ろい ろな所 で

何 度 も天 国 の光 景 を 目に しま した よ 。」

彼 は絵 を書 くこ とな ど眼 中 に な い様 子

で あ った。 も っ と聞 きた いふ うに じっ

と耳 を傾 け て立 って い る の で， 私 は心

な くも別 の 話 を ま た始 め た。

「イ ンデ ィア ン指 定 保 留 地 で の こ と

で す。 ナバ ホ ー ・イ ンデ ィア ンの 女 性

は子 だ くさ んが 多 い ので す が ， ひ と り

の婦 人 は結 婚 後 数 年 た って も子 供 に恵

まれ ませ ん で した 。 夫 は か な り良 い職
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を持 って い ま した。 ２人 は最 近 教 会 に

改 宗 した人 た ち で したが ， 週 末 に市 場

で 買物 を して い た時 の ζとで す 。 い っ

ぱ い に つ ま った か ごを なが め る と， ビ

ール も コ ー ヒ ー も タバ コ もな く， 良 い

食料 ば か りで あ る こ とが わ か り ま し

た 。私 た ち は彼 らに 『ボス タ ム（コ ー ヒ

ーの 代 り に飲 ま れ る
， 小 麦 か ら出来 た

飲 物 ） は お好 きで あ りませ んか 』 と話

か け ま した 。私 は 次 の よ うな答 え を き

いて ， 心 を 打 た れ ま した。 『は い， 好

きで す 。 以前 は コ ー ヒ ーや ビ ール に 明

け暮 れ て いま した が ， モル モ ンの宣 教

師 か ら知 恵 の 言 葉 の こ とを 聞 い た時 か

ら， ボ ス タ ムを 飲 ん で い ま す。 ボ ス タ

ム は子 供 に もいい し， 喜 ん で飲 ん て く
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れ ます 。』

『子 供 で す って 。 あ な た が た は子 供

を お持 ちで な い とば か り思 って い ま し

た 。』 彼 らは そ れ に答 え て， 家 に い ろ

い ろ な年 令 の ナバ ホ ー族 の 孤児 を １８人

養 って い ると教 えて くれ ま した 。 ホ ー

ガ ン （ナ バ ホ ー族 の小 屋 ） は大 きい も

の で した が， 彼 らの心 は それ よ りも も

っ と大 き く広 い もの で した。 他 の人 の

こ とを思 う心 ， それ は さな が ら人 間 の

親切 を育 て る ミル クです 。 偽 りのな い

愛 で す。 利 己主 義 とひ と りよが りな 人

生 を生 き る大 勢 の人 は， あ の よ うな 善

意 あ ふ れ るイ ンデ ィア ンの人 た ちを 見

て ，恥 ず か し く思 う こ とで し ょ う。」

私 は 画 家 に 言 った。 「天 国 は ホ ー ガ

ンにもテントにもあります。 リチャー

ズ兄弟，天国は私たちが自分で造 り出

すものだからです。」 彼は絵に向かお

うとしたが，明らかに身が入 らない様

子であった。彼は立ったまま，耳を傾

けていたｏ

「ハワイに行った時のことでした。私

はライエにある美 しい小さな神殿に行

きま した。神殿には宣教師のグループ

が集まっていました。そこにはみたま

がありま した。彼 らは次々と順番を待

ちかねながら，主の福音を証 しま し

た。最後に，小 さな日本人の宣教師に

番がまわってきま した。彼女は壇のわ

きに敬度な様子でひざまずき，福音や

福音によってもたらされた恵みについ

て心が焼けんばか りの感謝を述べ始め

ました。彼女は全霊を天に向かって注

いでいました。

兄弟，そこには天国がありました。

南太平洋の楽園の聖なる場所の小さな

部屋 に集まった，凄 リス トのために闘

う聖別されたうるわ しい若人の中に。」

私は続 けた。 「リチャーズ兄弟，家

庭の夕べの開かれる時，天国は私の家

にもありました。子供たちで部屋がい

っぱいになっていた何年かの間，みん

なは順番を待ちわびながら，歌を歌い

ゲームを司会 し，信仰箇条を暗諦 し，

物語を話 し，信仰を増す出来事や両親

の話す福音に耳を傾 けたものです。

また，ヨーロッパでも天国を見たこ

とがあります。

ボーゲル長老という，強い信仰をも

った ドイツ人の青年がいま した。両親

の援助が得 られないけれど，伝道に出

たいと望んでいましたが，親切なアメ



リカ人 の教 会 員 が 伝 道 費 用 を 出 して く

れ る こと にな って ， や が て 伝道 に出 ま

した。 立 派 な伝 道 を しな が ら １年 半 ほ

どた った あ る日， ス ポ ンサ ーの 奥 さん

か ら手 紙 が来 ま した。 そ こ には ， 夫 が

交 通 事故 で亡 くな った た め， お金 を 送

る こ とが で きな くな った と書 いて あ り

ま した。

ボ ーゲ ル長 老 は ，落 胆 の気 持 を隠 し

て ， よい 解決 法 が 見 つ か るよ うに祈 り

ま した。 あ る 日， ア メ リカ人 の 同僚 の

ス ミス長 老 と共 に あ る病 院 の前 を通 り

か か った 時 に， 彼 は経 済 問 題 の解 決 法

を思 いつ き ま した 。 翌 日，彼 は 少 しの

時 間 ， 用 が あ る と言 って 出 て行 きま し

た が， 帰 って くる と ほ とん ど 口を きか

ず ， 早 目 にベ ッ ドに も ぐ り 込 み ま し

た。 わ け を聞 いて も， 少 し疲 れ て い る

と答 え るだ け で した。 何 日か して ， ス

ミス長 老 は ドイ ツ人 の 同僚 の腕 に まか

れ て い る小 さ な包 帯 に気 づ き ま した 。

しか し何 を聞 いて も， 何 と もな い と言

うだ け で した。

しば ら く 日が過 ぎて ， ス ミス長 老 は

定 期 的 に包 帯 が ま かれ る の に疑 いを 抱

き， もは や隠 しお おせ な くな っ た ボ ー

ゲ ル長 老 は， こ う語 りま した。

『実 は， ア メ リ カに い る友 人 が 亡 くな

って ，伝 道費 用 を も う送 れ な い と い っ

て きた ん だ 。両 親 は援 助 して くれ な い

とい う し，血 液 銀 行 に通 え ば ，な ん とか

最後 ま で や って い け る と思 うん だ 。』人

を救 う仕 事 の た め に大 切 な 自分 の血 液

を 売 る とは ／ した た り落 ち る血 を貴

い犠 牲 に した の は救 い主 で は な か った
、

で しょうか。

兄弟，あなたは天国を信 じています

か。」私は尋ねた。「天国はあるのです

よ。天国は場所をさしますが，状態を

もさしています。それは家であり，家

族でもあるのです。天国は理解と親切，

相互の助け合い，自分を度外視 した行

動であり，静かでおだやかな生活，個

人の犠牲，心か らのもてな し，人々に

対する健全な関心です。それは，虚飾

や偽善なしに神の戒めを守ること。自

分を忘れた思いやりです。天国は私た

ちのまわりにい くらでもあります。た

だそれに気がつき，それを喜ぶ ことさ

えできるならば，兄弟，私は夫国の光

景をた くさん目にしていますよ。」

私は身を正 して再びポーズ を と っ

た。画家はパレットと筆と絵の具をと

り あげ て ， 手 を 加 え始 あ た。 そ して，

満 足 気 にた め 息 を つ き， 「これ で完 成

で す 」 と言 った 。

その 時 か ら， ソル トレ ー ク神 殿 の ４

階 の十 二 使 徒 評 議 員 会 の 部 屋 に，他 の

兄 弟 た ちの 絵 に並 ん で ， 今 も私 の絵 が

掛 け られ て い る。

イ エ ス ・キ リス トの福 音 は， 人 に正

し く生 き る こと， 家 族 と家 庭 を 神 聖 に

保 つ こ とを 教 え て い る。 福 音 は， 従 う

人 を完 全 へ と動 かす 。 それ は真 の道 で

あ る。 正 し く生 き るな らば， 人 は神 の

よ うに高 貴 な存 在 とな る ので あ る。

救 い主 の ま こ との福 音 が私 た ちの生 活

に 大 きな位 置 を 占 め るよ う， イ エ ス ・

キ リス トの み 名 に よ って 。 ア ーメ ン。
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イエスは私た ちに，順番 とい うことについてすば ら

しい教 えを与 え られ た。 エルサ レムか ら２マイル ほど

離 れた，オ リブ山の斜面 にあ る小 さな村，ベ タニヤへ

の旅 を覚 えてい るだろ うか。ベ タニヤにはイエスの良

き友 人マル タとマ リヤの家 があった。 イエスが ２人の

家 に入 って行 かれ た時， マ リヤはイエス のみ もとにす

わ って， その言葉 に耳 を傾 けたが，マル タはイエ スを

もてなす準備 で忙 しか った。 マル タは 「接待の ことで

忙 が しくて心 を とりみだ し」， イエ スの所へ行 き，「主

よ，妹 がわた しだ けに接待 をさせてい るのを， なん と

もお思 いにな りませ んか。わた しの手伝 いをす るよ う

に妹 にお っしゃって くだ さい」 と言 った。

主 はやさ しく答え られた。 「マル タよ，マル タよ，

あなたは多 くの ことに心を配 って思 いわず ら っ て い

る。 しか し無 くてな らぬ ものは多 くはない。 いや，一

つだ けで ある。マ リヤはその良 い方 を選 んだのだ。 そ

して それ は，彼女か ら取 り去 ってはな らない ものであ

る。」 （ル カ１０：４０－ ４２）

多 くのことに思 いわず らったマル タは，順番 を とり

違えて しまった。接 待 とい うことは， もっと大切な お

客 自身 の訪 問 とい うことの次 に来 るものである。

私は，私た ち夫婦 がある晩招 かれて行 った家 のこと

を思 い出す。居 間の家具類 は真 白な布で おおわれてお

り，通 された他 の部屋 も同 じで あった。 その帰 り道 ，

私たちはその家 の主人 にと って，訪問者を歓 迎す るよ

りも家具 を汚 さない ことの方が大事だ と感 じたのであ

った。

今週 ，私 たちは隣人 の家 に招かれた。その家の息 子

はブ ラジルへ の伝道 に出る ことにな って聖餐 会で話 を ．

したのだが，真心 あふれ る立派な話 であ った。彼 は両

親 に感謝 を捧げ ていた。私た ちは その子を幼 い頃 か ら

知 っていたが，す ば らしい青年で，学校で も立派 な成

績 をおさあ， スポーツマンで もあった。

その彼 の家で，私 は彼の母方の祖母に あた る人 とい

ろいろ話 を し，彼の両親の ことに触 れだ。

「あの子 は，何てすば ら しい父親 を持 ってい ること

で しょう。」 彼女は こう話 し始 めた。「彼 と私 の娘 が こ

の家を建てた時の ことをよ く覚 えてます よ。 自分 たち

で実際にずいぶん働 きま した。 お父 さんが梯子 に登 っ

てペ ンキを塗 っていた時の こと，息子 の １人が何 か問

題があ ってお父 さんを呼ぶ と，刷 毛を置いて，梯子か

ら降 りて来 て， その子の問題 を聞いてや り，父親 とし

て援助 を与 えた ものです。 どんなにか早 く家 を仕上げ

て しまいたか ったか，私 はよ くわ か って いたんです け

れ ど。 で も，家 の完成 よ り， そ こに住む妻や ２人 の息

子の方 が彼 に とって大事だ ったんですね 。」

自分 の家族 に対 して， その父親 はた しか に正 しい順

番 を守 ることがで きた。

健康 な体 の男性 は，みな 自分の家族の良 き扶養者 と

なるべ きで ある。 しか し， ある人 々は扶養 す ること自

体 を扶養 され る人 々よ りも先に考え る。 またあ る人 々

は，教会 の責任 に熱心なあ ま り，家で妻や子供 たち と

過 ごす貴 重な時間をな くして しま う。

何年か以前，あ る上品な婦人 が，地域 で尊敬 され て

い る教会指導者 の夫について，「彼 は教会 の 仕事 で 忙

しす ぎ るのです。 ク リスチ ャンらしさというものを忘

れ ないよ うに と思 うのです よ」 と私 に語 った。

もし教会 や 自分 の仕事 や社会奉仕，趣味について最

善 を尽 くす な らば， どの人 もさらに幸 福になれ ること

で あろう。 しか し， イエスがマル タに教 え られ た こと

に心 を とめ，順番を正 しく守 ることがで きる人 は， い

っそ う幸福 な人で ある。

１５３



永 遠 な る 生 命
十二使徒評議員会会員

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン長 老

列席の，またこの場におられない世

界中の兄弟姉妹たち， このおごそかで

しかも喜びに満ちた場でこう申しあげ

るのは，聖典でも言われて い る よ う

に，私たちは皆同じ神様を父とする霊

の子供であり，真実兄弟姉妹だからで

ある。

私たちは永遠の存在である。私たち

はこの死ぬべき世に来る前，英知をも

った霊として生きていた。そ して今生

活 しているのも永遠の一部分である。

地上への誕生ははじめではな く，だれ

もがやがて経験する死も終 りで は な

いｏ

「われ らの誕 生 は
， ただ 眠 りと前 世

の忘 却 とにす ぎず 。

われ ら と共 に昇 り し魂 生 命 の 星 は，

か つ て い ず こにか 沈 み て，

は るか よ り来 たれ り。

す ぎ 去 り し昔 を忘 れ しに は あ らず ，

また赤 裸 に て来 た り しに もあ らず ，

栄 光 の 雲 を 曳 きつ つ，

わ れ らの故 郷 な る神 の も と よ り来 た

りぬ 。」

ウ ィ リア ム ・ワ ーズ ワ ース，「幼

年 時 代 を 追 想 して 不 死 を 知 る

顛 」 田部 重 治 氏 訳

永 遠 の存 在 者 で あ る私 た ち は， それ

ぞ れ の 内 に神 性 の ひ らめ きを 宿 して い

る。私 は鉄 の カー テ ンの両 側 を 世界 中

幾 度 とな く旅 して き たが ， 天 父 の子 供

た ち は本 質 的 に善 で あ る と確 信 して い

る。 人 々 は 平和 に生 活 した い 隣人 に よ

い こ とを な した い と願 い ， 家 庭 と家 族

を愛 し， 生 活 の標 準 を 高 めた い ， 良 い

こ とを行 な い た い と思 って い る。 人 間

は 本来 善 な の で あ る。 私 は神 様 が 人 々

を愛 して お られ る こ とを 知 って い る。

そ して神 様 の小 さ き し もべ で あ る私

も，天 父 の子 供 を愛 す る気 持 で い っぱ

い で あ る。 私 は い わ ゆ る上 層 階 級 か ら

下 層 階級 ま で 多 くの人 々 に会 った。 彼

らの 家 や畑 や農 場 や店 を訪 れ， 高 速 道

路 や 飛 行 機 の 中 で会 った 。大 小 の集 会

で 会 い， 多 くの教 会 を訪 問 し， ソ連 の

モ ス ク ワで は大 勢 の 人 が集 ま るバ プ テ

ス トの歓 会 堂 に も出 席 した 。

兄 弟 姉 妹 ，繰 り返 して 申 し上 げ るが ，

天 父 の子 供 た ち は本 質 的 に善 な の で あ

る。 私 は主 が 人 々を 愛 して お ら れ る

と， は っき り知 って い る。 小 さ き しも

べ と して， 私 も彼 らを心 よ り愛 して い

る。神 が そ の み た ま を通 して， あ な た

方 を ど こに い て も祝 福 し， 身 近 に お り

た も う よ うに。

この誘 惑 と問題 に満 ち， 罪 多 く， 物

事 が ま るで逆 に言 わ れ て い る現 代 を生

きて い く時 ，私 た ち は確 実 に近 づ い て

くる死 と， 人生 の不 可 思議 さ， 神 の力

と愛 とを見 て， 心 を 低 くされ るの で あ 、

る。 愛 す る人 々を 失 う悲 しみ はだ れ で

も経 験 して い る。 しか し， そ こ に は感

謝 もあ る。 この命 が 永 遠 で あ る こ とへ

の感 謝 。 だ れ に で も， 与 え られ る偉 大

な福 音 の計 画 へ の感 謝 。 やが て そ の復

活 を祝 う 日が や って来 る主 イ エ ス ・キ

リス トの生 涯 と教 え と犠 牲 に対 す る感

謝 。

主 イ エ ス ・キ リス トの生 涯 とみ業 を

神 に感 謝 す る。 死 の 縄 目を解 き， 世 の

光 ， 命 とな り， 生 き方 を 示 し， 道 を教

え， こ う宣 言 され た イ エ ス ・キ リス ト

を。

「わ た しは よ みが え りで あ り， 命 で

あ る。 わ た しを信 じる者 は， た と え死

ん で も生 き る。 ま た， 生 きて いて ， わ

た しを 信 じ る者 は， い つ ま で も死 なな

い Ｄ … … 」 （ヨハ ネ１１：２５－ ２６）

昔 ， 予 言 者 ヨブ は 「人 が も し死 ね ば

また 生 き るで し ょうか 」 と尋 ね た 。（ヨ

ブ１４：！４） 私 の 良 き友 人 で あ る合 衆 国

上 院議 員 のエ ベ レ ッ ト ・ダ ー クセ ン氏

（１８９６一 ユ９６９） は， 亡 くな る少 し前 に

こ の ヨブ の質 問 の 答 え と もな るべ き印

象 的 な 言 葉 を 語 った 。 「無 限 へ の 入 口

に立 って， 見 え る もの と見 えな い もの

とを へ だ て て い る幕 の向 こ う側 にあ る

こ とにつ いて ， 考 えな い人 間 は か つ て

あ った だ ろ うか，

不 思議 な本 能 で地 上 の体 が 朽 ち る時

を直 感 しな が ら， 墓 の 向 こ うに何 が あ

るか を考 え な い人 は， か つ て あ っただ

ろ うか 。 人生 の旅 も終 わ ろ う とす る あ

の奇 妙 な 落 ち着 きを感 じな が ら， 永 遠

の未 来 と， そ こが どの よ うで あ るか に

つ いて 考 えな い人 は， か つ て あ った だ

ろ うか 。
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何 世 紀 も昔 ， ヨ ブ と い う入 は あ らゆ

る物 質 的 な恵 み を受 けな が ら， しま い

に人 が 受 け る あ らゆ る銀 難 を １人 で身

に受 け， 友 と並 んで す わ りな が ら，人

間 永 遠 の質 問 を した 。 『人 が も し死 ね

ば， ま た 生 き るで し ょ うか 。』 復 活 祭

の季 節 に は， 全 キ リス ト教 徒 が復 活 に

つ いて 考 え ， 多 くの 質 問 の答 え を そ こ

に求 め るが ，質 問 の 第 一 に来 るのが ヨ

ブ の言 った 「人 が も し死 ね ば， ま た生

き るで し ょうか 』 とい う質 問 だ。

も し我 々 の住 ん で い る地 球 と宇 宙 が

計 画 され た もの だ と した ら， 設 計 者 が

あ るは ず だ。 全 人 類 に つ いて の計 画 が

あ り， 計 画 者 もい る と信 じな けれ ば，

だ れ が この精 巧 な宇 宙 の神 秘 を理 解 で

き るだ ろ うか。 … …

『人 が も し死 ね ば， ま た生 き るで し

ょ うか 。」 夜 の あ とに 朝 が来 るよ うに，

星 が そ の軌 跡 を 描 い て まわ る よ う に，

波 の 山 に続 いて 必 ず 谷 が あ る よ う に，

た しか に人 は ま た生 き る のだ 。」 （「Ｕ．

Ｓ． ニ ュー ズ ・ア ン ド ・ワ ール ドレポ

ー ト」 ！９６５年 １１月 ８日）

た しか に， 生 命 は永 遠 で あ る。私 た

ち が そ の偉 大 な 真 理 を た とえ 見失 う こ

とが あ ろ うと も，私 た ちは 地上 の生 活

を終 え た あ と も生 き続 け るの で あ る。

私 た ち は時 に， い つ か は朽 ちて しま

う取 る に足 らな い事 物 に ， あ ま りに も

執 着 しす ぎ る こ とが あ る。 この世 の宝

は人 生 と い う学校 に い る間， 教 室 と黒

板 を 提 供 して くれ る にす ぎ な い もの で

あ る。 私 た ちが ，金 ，銀 ， 家 ， 土 地 ，

貯 え， 家 畜 その 他 の 所有 物 を あ るべ き

位 置 に置 くた め に， この世 の宝 が あ る

ので あ る。

その 位 置 とい うの も， 結 局 この世 だ

け の もので しか な い。 私 た ち は， 永 遠

に向 か う第 一 の レ ッス ン， す な わ ち主

の福音の計画に菊する従順を学ぶため

に．， こ の世 に あ る。

「主 の計 画に対 す る従順 は永遠 の昇栄への第一歩 である」

た しか にだ れ もが 死 ぬ。 しか し永 遠

の 別 離 はな く， 本 当 は死 は存 在 しな い

の で あ る。復 活 は事 実 で あ り， 聖 典 は

そ の 証 で満 ちて い る。 主 の栄 光 の復 活

の す ぐあ とを， マ タ イ は こ う記 録 して

い る。

「ま た墓 が 開 け
， 眠 っ て い る多 くの

聖 徒 た ち の死 体 が生 き返 っ た。 そ して

イ エ ス の復 活 の の ち，墓 か ら出 て き て，

聖 な る都 に は い り，．多 くの 人 に 現 れ

た」 （マ タイ２７：５２－５３）

バ トモ ス島 の使 徒 ヨハ ネ は， 「死 ん

で い た者 が ， 大 いな る者 も小 さ き者 も

共 にゴ 御 座 の前 に立 って い る のが 見 え

た」 （黙 示２０：１２） と記 し．て い る。

古 代 ， 近 代 の聖 典 か ら復 活 の証 はい

く らで も引 用 で き る こ とで し ょうα

霊 界 は そ う遠 くに あ るわ け で は な

い。 この世 と来 世 を へ だ て て い る幕 が

非 常 に薄 くな る こ とが 時 々 あ る。 す で

に亡 くな った私 た ちの愛 す る人 々 は，

私 た ちか ら遠 い 所 に い るの で は な い。

あ る偉 大 な指 導 者 が，「い った い霊 界 は

ど こ に あ るの だ ろ うか 」 と問 い， 自 ら

答 えて い る。 「霊 界 は こ こに あ る。」

「（雪 た ち は） この組 織 され た 地 球 の

境 界 を 越 え た か な た へ去 る の だ ろ う

か 。 い や そ うで は な い。 彼 らは永 世 に

わ た って こ こに住 む た め に， この地 球

に つ か わ され て い るの だ 。」「・一 ‘霊 が

体 を離 れ た 時， 彼 らは天 父 の 前 に あ

る。 そ こで霊 的 な事 柄 を見 聞 き し理 解

す る備 え を させ られ るの で あ る。 … …

も し主 が許 され るな らば， ま た それ が

主 の み こ ころ で あ るな らば， あな た は

この世 を去 った霊 た ち を， 今 あな たが

目で体 を見 るよ うに は っ き りと， 見 る

こ とが で き るで あ ろ う。… … 」 （ブ リガ

ム ・ヤ ング説 教 集 第 ３巻 英 文 Ｐ．３６７－

３６９）

た しか に生 命 は永 遠 な の で あ る。

「き ょ うの空 が 暗 く見 えて も

あ す の空 は青 い だ ろ う。

雲 が み ん な流 れ 去 れ ば

神 の摂 理 が 輝 き わ た る」

（作 者 不 詳 ）

死 は ど の よ うで あ ろ うか 。 こ こに 合

衆 国上 院 議 員 チ ャ ップ レン ・ピー タ ー

・マ ー シ ャル 氏 の 語 っだ 出 来 事 を 紹 介

しよ う。

「あ る家庭 で
，幼 い一 人 息 子 が 治 る見

込 み のな い病 気 にか か りま した 。 来 る

月 も来 る月 も母 親 は心 を 尽 く して 看病

しま したが ， いつ まで た って も回復 に

向か う様 子 が な く， そ の 子 は しだ い に

死 の意 味 を 理 解 し始 め ， 自分 は ま もな

く死 ぬ と い う こ とを 知 り始 め ま した。

あ る 日母 親 が ア ーサ ー王 と円卓 の 騎士

の物 語 を 読 ん で 聞 か せ， そ の 本 を 閉 じ

る と， 男 の 子 は ち ょっ と黙 り こ くって

いま した が ， そ れ ま で心 に暖 め て い た

で あ ろ う質 問 を しま した。 「お母 さ ん

死 ぬ って どん な こ と。 痛 い の ？』 母 親

の 目に は み るみ る涙 が あふ れ ま した。

彼 女 は 何 か を取 りに行 くか の よ うに，

つ と立 ち上 が って足 早 や に台 所 へ 向 か

い ま した。 途 中 で， 何 と言 うべ きか 心

の 中 で祈 り尋 ね ま したが ， 主 か ら答 え

が あ りま した。 彼 女 は ど う説 明 した ら

よ い か を知 りま した。 台 所 か ら戻 った

母 親 は この よ うに言 い ま した 。 「ケ ネ

ス， あ な た は小 さ い時 の こ とを覚 え て

い るで し ょ う。 一 生 懸 命 遊 ん で と って

も疲 れ て しま って ， 洋 服 も着 換 え ず に

マ マ の ベ ッ ドに飛 び こん で そ の ま ま寝

て しま っ た こ とが あ った わ ね 。 朝 にな

って起 きて び っ く り した で し ょう。 自

分 のベ ッ ドに い たん で す もの 。それ は，

夜 の うち に お父 さん が 大 きな 腕 で よい

し ょっ と抱 いて ， あな た の お 部屋 に運

ん だか らよ。 ケ ネ ス，死 もそ れ と同 じ

な の。 私 た ち は あ る朝 目を さ ます と，

自分 の お部 屋 にい るん だ わ。 主 イ エ ス

さ ま は私 た ちの こ とを愛 して い て下 さ
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永 遠 な る 生 命

るか ら よ。』 坊 や は 顔 を輝 か せ て母 親

を 見 あけ ， も う何 も こわ くな い， 天 の

お 父 さ ま に会 い に行 く時 は， 何 も心 配

しな い し， 愛 の 気持 か あ るだ け だ ろ う

と言 い ま した 。 そ の子 は再 ひ そ の質 問

を す る こ とな く，数 週 間後 に母 親 の語

っ た眠 り につ い た の で した。 そ れ か死

と い う もの て す 。」 （キ ャサ リン ・マ ー

シ ャル ， 「ピー タ ー とい う人 」 よ り）

そ の通 り， 生 命 は永 遠 て あ る。 死 は

終 わ り て は な い。 この 復 盾 祭 の季 節

は， 私 た ちか 最 も光 輝 あ る主 イエ ス ・

キ リス トの復 盾 と い う出 来 事 に心 を 向

け るに一 番 ふ さ わ しい時 期 で あ る。

私 は これ ま で に も幾 度 とな く， 感 謝

を も って証 して き た。

イエ ス か キ リス トて あ り， 匿 の救 い

主 ，贈 い主 ，実 に神 の御 子 で あ る こ と

を 知 って い る。 イ エ ス は ベ ツ レヘ ム の

赤 子 と して生 ま れ， 人 々 の 間 で生 盾 し

導 き と恵 み を施 す業 に つ か え ， カル バ

リで 十 字 架 に か か った 。 そ して そ の ３

日後 に復 活 され た 。

墓 で 悲 しんで い る婦 人 た ちに 天 使 は

告 け た， 「 あな た か た は， な せ生

きた方 を 死 人 の中 にた す ね て い る の

か。 そ のか た は， こ こ に は お ら れ な

い。 よ みか え られ た のだ 。 」 （ル カ

２４：５－ ６） 「そ のか た は， こ こ に は

お られ な い。 よみ が え られ た のだ 」 こ

の言 葉 に 匹敵 す る劇 的 な言 葉 を， 歴 史

か ら見 出 せ るて あ ろ うか。

キ リス ト ・イ エ スの生 涯 ほ とに地 上

に重 大 な 影 響 を 及 ほ した 人 は ， は た し

て い るで あ ろ うか 。私 た ち はキ リス ト

の教 えを 除 い た人 生 と い う もの を 考 え

る こ とか で き な い。 キ リス トな く して

は， 信 仰 と礼 拝 の も う想 に迷 い， 感 覚

と物 質 に揺 り動 か され る恐 れ と暗 闇 の

中 に生 を 受 け る こ とて あ ろ う。 私 た ち

は， イ エ スの 示 され た 目標 に ほ と遠 い

か ， 決 して そ の 目標 を 見失 って は な ら
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な い。 光 と完 全 へ と登 るけ わ しい道 の

りは， イエ スの 教 え とそ の生 涯 ， 死 ，

復 活 な しで は不可 能 で あ る こ とを忘 れ

て はな らな い。

神 が ， 全 地 の 民 が イ エ スの教 え， 模

範 ， そ の神 性 を 受 け 入 れ ，全 入 類 の た

め に死 の縄 目を解 い た栄 え あ る復 活 を

事 実 と して 受 け 入 れ る 日の来 る こ とを

早 め させ た も う よ うに。

た しか に ，私 た ちは幾 度 も繰 り返 し

て ， 救 い主 が教 え られ た愛 の福 音 を学

び ， 実 践 し， み こ ころ を行 な う こ とに

よ って無 知 と疑 惑 の縄 目 を断 ち切 らね

ば な らな い。 私 た ち が今 も永 世 に も霊

の喜 び を経 験 す るた め に は， この明 快

な栄 光 あ ふ れ る真 理 を知 らね ばな らな

い 。 己 れ を捧 げ て み こ ころを 行 な わ ね

ば な らな い。 生 活 に あ っ て主 を 第 一 に

置 か ね ば な らな い。 た しか に， 私 た ち

が主 の愛 を 隣人 と分 か ち あ う時 に，祝

福 は幾 倍 に も増 す の で あ る。

私 た ちは ガ リラヤ の人 の示 され た 道

か らは ず れ， 世 との 闘 い に負 け る こ と

が あ るか も しれ な い。 しか し，私 た ち

に は主 の助 けが あ る。 主 は弟 子 た ち に

繰 り返 し繰 り返 し言 われ た。

「あ な た が た は
， 心 を 騒 が せ な いが

よ い。 … …

何 事 で もわ た しの名 に よつ て 願 うな

らば， わ た しは それ をか な えて あげ よ

う。 わ た しは あ な たが たを捨 て て 孤 児

とは しな い。

わ た しは平 安 を あ な たが た に残 して

行 く。」

（ヨハ ネ１４：１， １４， １８， ２７）

私 た ちは子 供 の や さ しい祈 りや ， 福

音 を生 活 に 実践 して い る人 々 の ひ そや

か な信 仰 の 中 に， 主 の慰 め の精 神 を 感

じ るの で あ る。 自分 の祈 りを 通 して ，

ま た主 を知 り， 実 在 を感 じて い る人 々
セ

の ，聖 くお ごそ か な証 を通 して 主 を 知

る こ とが で き る とは， 何 とす ば ら しい

賜 で あ ろ うか。

兄 弟 姉 妹 の皆 様 ， 主 の復 活 か ら， １９

世 紀 を 経 た復 活 祭 の朝 を迎 え よ うと し

て い る今 ，私 は， キ リス ト ・イ エ スが

生 きて お られ る こ とを知 って い る と の

厳 粛 な証 を述 べ た い と思 う。 主 は た し

か に墓 か らよ み が え られ ， 私 た ち もい

つ か よ み が え るの で あ る。 主 は よみ が

え りで あ り， 命 で あ る。

主 は復 活 の の ち，、旧世 界 で 多 、くの人
窒

々 に現 われ たｂ

神 聖 なる 近 代 の聖 典 に よれ ば ， 主 は

天 に昇 る前 の ３日間 を 新 世 界 ア メ リカ

の 「他 の羊 」 と共 に過 ご され た 。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と向 僚 の シ

ドニ ー ・リグ ドン に， １８３２年 ２月 １６日

に 与 え られ た示 現 につ いて 引 用 して み

よ う。

「さ て
， こ の子 羊 に就 きて 為 され た

る様 々 の証 の挙 句 ， わ れ らの 為 す最 後

の証 はす なわ ち 『主 は実 に 生 き た も

う』 こと是 な り。 わ れ らは， 彼 が す な

わ ち神 の右 に座 した も うを 見 た り。 ま

た， 御 父 の生 み た もう独 子 な り と証 し

た も う声 を’聞 け り。 す な わ ち諸 々 の世 ．

界 は彼 の手 に よ り， 彼 の 手 を 経 て ， ま

た彼 に 因 りて 先 に作 られ ， ま た現 に作

られ ， これ に住 む 者 た ち も皆 神 よ り生

れ た る息 子 と娘 な る こ とを 証 し た も

う。」 （教 義 と聖 約 ７６：２２－ ２４）

た しか に イエ ス は キ リス トで あ る。

イ エ ス は生 きて お られ る。 イ エ ス は死

の縄 目 を解 き放 たれ た 。 イ エ スは私 た

ち の救 い主 ， 贈 い主 ， ま さに 神 の御 子

で あ るｂ 、

そ して， 聖 書 が 告 げ る よ う に， イ エ

ス は やが て 再 び 地上 に来 られ るの で あ

る， 「… … あ な た が た を 離 れ て天 に上

げ られ た こ のイ エ ス は，天 に上 って行

か れ る のを あな た が た が 見 た の と同 じ

有 様 で ， ま た お いで にな るで あ ろ う」

（使 徒 １ ：１１）

た しか に， この 同 じ・ｆエ スが 私 た ち

の 時 代 に す で に地 上 に来 られ た 。 栄 光

に満 ち， 昇 栄 に昇 り， 天 父 の もと地 球

の神 で あ る復 活 した キ リス トが ， １８２０

年 少 年 ジ ョセ フ ・ス ミス に現 わ れ た 。

ア ブ ラハ ム， イサ ク， 』ヤ コ ブの 神 ， モ

ー セ の神
， 地 球 の創 造 主 で あ った そ の

イ エ スが ， 私 た ち の時 代 に来 て お られ

る。 御 父 は， イエ スを ， ジ ョセ ブ ・ス

ミス に この よ うに紹 介 され た 。 「こは

わが 愛 子 な り，・彼 に聞 け」 （ジ ョセ ブ

ｂス ミス ２ ：１７）

父 な る神 と御 子 イエ ス ・キ リス トが

少 年 予 言 者 に現 わ れ た もうた こ とは ，

救 い主 の復 活 以 来 ， 最 大 の 出 来 事 で あ

っ た。 回 復 され た イ エ ス ・キ リス トの

教 会 の私 た ちは ， 謙 遜 に，感 謝 を も っ

て ， この証 を 全 人類 に 述 べ る もの で あ

る。 この 知 らせ は ， 世 界 に伝 え られ る

べ き知 らせ で あ り， 天 父 の子 供 た ちす

べ て に向 け られ た真 理 の訪 れ で あ る。

全 世 界 ３００万 の 教 会 員 は この厳 粛 な る

証 を 宣 べ 伝 え るの で あ る。現 在 ，信 仰

厚 い幾 千 の宣 教 師 が ， この 大 切 な 知 ら

せ を 世 界 中 に携 え て 行 って い る。 イ エ

ス は キ リス トで あ り， 人 類 の 救 い主 ，

弛 の瞭 い主 ， ま さ し く神 の御 子 な の で

あ る。 イ エ ス は地 球 の 神 で あ り， 助 け

主 で あ る。

今 日， ２万 人 の 宣 教 師 と， ３００：万の

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会， モ ル
　レ

モ ン教 会 の 会 員 が ， 神 は 天 か ら再 び語

られ ， イ エ ス ・キ リス トが再 び人 に現

わ れ た まい ，復 活 は 事 実 で あ る との証

を 述 べ て い る。

今 ， 私 は，彼 らの宣 べ る知 らせ の真

理 で あ る こ とを 証 し， 自 らの証 を つ け

加 え る。 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ

って ， ア ー メ ン。
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モ ル モ ン 思 想

の 古 典

教 会 図 書 の古 典 に数 え られ るキ ング

・フ ォ レ ッ ト説 教 は， １８４４年 ４月 ７日

・ｆリノ イ州 ノ ー ヴ ー の教 会 大 会 で 予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 述 べ た もの で あ

る。

大 会 に は ２万 人 ほ ど の末 日聖 徒 が 集

ま っ て い た。

話 は， ３月 ９日 に事 故 で 他 界 した 予

言 者 の親 友 ， キ ン グ ・フ ォ レ ッ ト長 老

葬 送 の説 教 で あ っ た と記 録 さ れ て い

る。 説 教 の注 解 は ウ ィラ ー ド ・リチ ャ

ーズ １， ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ２，

トー マ ス ・バ ロ ック３，ウ ィ リア ム ・ク

レイ トン４に よ る 。この 記 事 は教 会歴 史

記 録 第 ６巻 英 文 Ｐ．３０２－ ７１７よ り転 載

した。 教 会 歴 史 記 録 に は次 の よ うに 注

釈 が あ る。 「これ は速 記 に よ る報 告 で

はな く， 記 録 者 と して 訓 練 を 受 けた数

名 の者 が 入 念 に， また 功 妙 に作 成 した

報 告 で あ っ た。 そ こに は 明 らか に 不 完

全 な点 が あ り， 予 言 者 の語 った 事柄 も

充 分 な説 明 に不 足 して い る 箇 所 が あ

る。 … …」

ま た， この説 教 が ジ ョセ ブ ・ス ミス

の死 ぬ ２ヵ月 前 にな され た こ とに注 意

す る必 要 が あ ろ う。 そ の数 ヵ月 間教 会

の敵 対 者 た ちの 活 動 が 非 常 に 活 発 に な

って お り， 予 言 者 はす で に 来 た るべ き

こと を予 測 して い た に違 い な い 。

説 教 の前 半 を 「聖 徒 の道 」 の 今月 号

に載 せ ， ５月 号 で 完 結 させ る予 定 で あ

る。

キ ン グ ・フ ォレ ッ ト説 教

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 初 代 大 管 長

ジ ョ セ ブ ・ ス ミ ス ・Ｊｒ．（１８０５＿１８４４）



愛する聖徒たち，私はこの説教を通

して皆様に死 というものを考えていた

だきたい。愛する兄弟，キング ・フォ ・

レット長老が，落ちて来た石おけに押

しつぶされ，井戸に落ち込み死亡 した

事件により，私はこのことを語ろうと

憲 った。彼の友人や親戚， この町や他

の町に住む人々， この会衆の中にも大

勢いる友人を亡 くした人たちか ら，話

してほしいと再三言われている。私は

この事柄一般にわたって，私に能力が

ある限り，またこの事柄につき聖霊に

霊感を受ける限りにおいて話 したいと
９

思う。

私が全能の神の教えをいただき，聖

霊の賜を受けて，真実のこと，またあな

た方が容易に理解できることを語 り，

語ることが真理であるとの確信が，あ

なた方の心と魂とに証によってもたら

されるよう，あなた方の祈 りと信仰 と

を願 うものである。主が私の肺を強 く

し，風をなだめ，聖徒 らの祈 りを天に

昇 らせ，それをもって万軍の主の耳に

達するよう祈 らんことを。義人の祈 り

は大いに力があり，効果のある・もので

ある。

ここには力がある。まことに私は，

あなた方の祈 りが聞かれると信 じてい

る。

私の前に横たわるこの問題について

考えをいたす前に，あなた方が理解で

きるようまず道を敷 き，初めか ら説き

起こしたい。私が問題に入 る時にあな

た方に理解できるよう，少 しの前置き

を しよう。私は雄弁やあり余 る言葉や

多 くの知識をもって，あなた方の耳を

楽 しませようとは考えない。あなた方

に天よりの単純な真理を教えようと考

えるのである。

１６０

神 の 属 性

第一に，私ははじめ，すなわち創造

の朝に戻りたい。そこにこそ，我々が

地球創造の時の如 くに天のかなたに座

す偉大なるエローヒムの目的，制令を

理解 し，熟知するための出 発 点 が あ

る。我々には，はじめに神御自身を理

解することが必要である。出発が正 し

ければ，終始正 しく進むことは容易で

あるが，出発を誤れば，誤 って進み，

正 しい所へ戻 るのはむずかしいであろ

う。

神の属性を正 しく理解 して い る者

は，世界にごくわずか しかいない。人

類の大半は，過去のこと将来のこと，

はたまた人間と神との関係について，

何 も理解 していない。彼 らは，その関

係がどのようなものかを知りもしなけ

れば理解もせず，結局獣より少 し物知

りで，飲食 し眠るだけよりいくらかま

しな程度である。全能者の霊感によっ

て与えられるのでなければ，それが神

とその実在についてあらゆる人の知っ

ているすべてである。

もし人が飲み食いし眠る以上のこと

を何 もできず，神の計画をひとつとし

て理解 しないとすれば，獣 も同じこと

を知っている。獣は飲み，食い，眠り

神については何も知 らない。我々が全

能の神の霊感によって理解することが

できない限 り，我々の知っていること

は獣と同様のことである。人が神の属

性を理解 しないな らば，自分自身を理

解することはない。私はは じめに戻 っ

て，、あなた方の心を，人間一般が熱望

するより気高い領域，より高められた

理解にひきあげたい。

私はこの会衆の男女，子供 １入 １人

が，神はどのようでお られるか心に問

うてほしい。自らで尋ね求めてもらい

たい。．思いを心の深 くさぐり，あなた

方のうちのだれが神を見．御声を聞き，

交わったことがあるか答えなさい。そ

、

れは，あなた方が長年心に抱いている

問いである。その質問をもう一度繰 り

返す。神はどのような御方であろうか。

だれかそれを知っているだろうか。あ

なた方 の だ れ が神を見，神の声を聞

き，神と交わっただろうか。これは，

おそらくこの時以後あなた方の注目を

集めるであろう質問である。聖典は，

「永遠の命とは，唯一の，まことの神

でいますあなたと，また，あなたがつ

かわされたイエス ・キリス トとを知 る

ことであります」（ヨハネ１７：３）と教

えている。

だれかが もし神を知 らず，神はどの

ようであるかを尋ねるな らば，また自

分の心の奥をよくみつめるな らば，そ

してイエスと使徒たちの言葉が真実で

あるとするな らば，彼は永遠の命を持

っていないと知るであろう。なぜなら

ば， この他の原則に則 した永遠の生命

はあり得ないか らである。

私が第一に問題にしたいことは，唯

一の知恵ある真実の神の属性と，神が

どのような御方であるかを知ることで

ある。 もし私が，神を知っており，そ

の原則をあなた方に語 り教えることの

できる恵まれた人間であってみたまが

それ らをあなた方に結び固めるとする

な らば，あらゆる男女を してこれより

沈黙のうちに座させ，手を口にあてが

い手や声をあげることな く，神の人，

また神のしもべ らに逆 らう何事も口に

させまいものを。もしそれができぬな

らば啓示や霊感にさらにごまか しをつ

け加えることをやめ，予言者であるこ

とを放棄することが私め義務であり，

世の残 りの人々のようになり，偽りの

教師を友として歓迎 し，だれからも命

をねらわれない ことで あ ろ う。 しか

し， もし世の宗教を教える人々が， 自

ら神の知識に無知であることが明らか

にされた時に偽 りの神を放棄するほど
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に正直であったならば，幾分でも私 と

同様に冷遇され，あなた方は私の命を

ねらうと同様他の偽 りの教師たちの命

をとろうとするであろう。 もしだれか

が私を偽 りの教師と考え，命をとる権

利があるとするなら，同じ考え方によ

り，我々もあらゆる偽 りの教師たちの

命をとる権利があるはずである。その

流血はどこまで続 くであろうか。また

被害を免れる者はだれであろうか。

信 教 の 自 由

だが，だれでも宗教に干渉 してはな

らない。すべての政府はあらゆる人に

妨害なしに自分の宗教を守ることを許

すべきである。だれにも宗教の相違を

理由として命を奪 う権利はない。法律

と政府とは正 しきものも誤れるものも

寛大に取 り扱い，保護するべ き で あ

る。すべて人間は偽りの予言者 ともま

ことの予言者ともなり得 る。それは当

然かつ我国では憲法に定められた権利

である。まことに， もし私が真理の神

を持っているとすれば，宗教教師と自

称する１００人のうち９９人までが地上の

神の王国の鍵を持っているふ りを して

いる。 もし彼 らが権利を持たない偽れ

る教師であり彼 らは偽 りの教師である

がゆえに殺されねばな らないというな

らば，全地は血に浸 されることであろ

う。

私は，神とは何かを示すことによっ

て，世が誤っていることを立証 しよう。

私は神に伺おう。あなた方のすべてに

神を知り，神 と近 くなってもらいたい

からである。 もし私があなた方を神の

知識へ導 くとすれば，私への迫害はす

べて止まねばならない。そしてあなた

方は，私が神の僕であることを知るで

あろう。なぜな ら，私は権威を持つ者

として語るか らである。

昇栄された人，神

私 は， 神 が どの よ うな御 方 で あ るか

を示 す た め に， 地 球 の で き る前 ， は じ

めの 時 に戻 ろ う。 神 は は じめ に ど の よ

うな御 方 で あ った だ ろ うか 。 地 の果 て

ま で ， す べ て の入 よ， 耳 を 傾 けて 聞 き

た ま え， 私 は聖 書 に よ って それ を 立 証

し， 神 の人 類 に関 す る計 画 を 告 げ ， な

ぜ神 が人 々 の こと にか か わ って お られ

るか を語 ろ う。 、

神 御 自身 ， か つ て は今 の 我 々 の よ う

で あ り， 今 は昇 栄 した 人 とな り， か な

た の天 の王 座 にす わ って お られ る。 こ

れ は大 いな る奥 義 で あ る。 も し幕 が今

日裂 けた な ら， そ して この地 を軌 道 に

保 ち， 全 地 とそ こに満 ちて る物 を そ の

力 に よ り支 え て お られ る神 が御 自身 を

現 わ され た な ら… …私 は 申 しあ げ る。

も し今 あ な た方 が神 を見 た な らば， あ

な た 方 は 神 が人 の形 で あ る こと， 姿 ，

形 ， 有 様 が す べ て人 間 の あ な た方 の よ

うで あ る こ とを知 る で あ ろ う。 な ぜ な

らば， ア ダ ム は神 に似 せ て その 姿 ，形

に創 造 され ，教 え を受 け，人 が 人 と語 り

交 わ るよ うに， 神 と共 に歩 き，語 り，

会 話 を 交 わ した か らで あ る。

友 人 を 亡 く して 嘆 い て い る人 々 を慰

め るべ く， 死 に つ い て理 解 す る た め

に， 我 々 は 神 の 属性 と性 格 を理 解 し，

い か に して そ の よ うに な られ たか を知

る必要 が あ る。 そ れ で私 は あ な た方 に

神 が い か に して神 とな られ たか を 語 ろ

う。我 々 は， 神 が 永 遠 の は じめか ら神

で あ った と想 像 し， 考 えて き た。 私 は
じ

その考えを論破 し，あなた方が見るこ

とのできるよう幕を取り払おう。

この考えはある人々にとっては理解

し難いが，単純である。神の御性格を

確かに知り，我々が人が人と語 るよう

に神と語り得 ること，神がかつて我々
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の よ うな 人 で あ られ た こ と， 実 に我 々

の御 父 ， 神 御 自身 が ， イ エス ・キ リス

ト自 ら住 ま われ た同 じ地 上 に 住 ん で お

られ た こ と を 知 る のは ， 福 音 の 第 一

原 則 で あ る。 私 は それ を 聖 書 か ら示 そ

う。

神 とイエス ・キ リス トを知 る

永遠 の生命

私が語 るにふさわしい場所におり，

大天使の切 り札を持ち，迫害が永遠に

止むように話せたらよか ったものを。

イエスは何を語 られたで あ ろ うか。

（リグ ドン長老，注意 しな さい。）聖

典は，御父が御 自分のうちに生命を持

ってお られると同様，子 も生命を持つ

とイエスが言われたと教えているが，

それは何をするためであろうか。 しか

り，御父のなされたことをするためで

ある。答えは明らかである。ある意味で

体を捨て，それを再び得 る こと で あ

る。イエス，あなたは何をなそうとし

ておられるのか。父がかつてされたと

同様わたしは命を捨て，それを再び得

るのである。あなた方はこれを信 じる

か。あなた方がこれを信 じないならば，

聖書を信じてはいない。聖典はそれを

述べている。私は，それに反ばくする

地と錐獄の知識や知恵の一丸 となった

力に挑戦する。 唯一の知恵ある真実の

神を知ること，これが永遠の生命であ

る。あなた方は，自分自身いかにして

神々となり，神の祭司，王たちとなれ

るかを学んだ。

あなた方の前の神々がすべてな した

と同じように，すなわち，小さき者か

ら大いなる者へ，恩恵に恩恵を加えら

れ，昇栄から昇栄へ進むことにより，

ついに死者の復活を成就 し，永劫の光

輝のうちに住まい，永劫の力を付与さ

れて座す者たちと同じく栄光のうちに
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座するのである。私 はあなた方に，最

後の時代，ある人々が，神のみ名を語

る時に，神はあなた方や私を軽ん じて

はおられないことを知ってほしい。

永劫の光輝のうちに住まう義人

これ らは慰めの第一原則である。人

が夫や妻，父，母，子供，愛する親戚

と離別する時に，地上の幕屋は横 たわ

り朽 ちるとも，再びよみがえり，悲 し

みも苦難 も死 ももはやなく，不滅の栄

光の中，永劫の光輝のうちに住まい，

神の相続人 となり，イエス ・キリス ト

と受け継ぎを共にす ることを知ること

は，嘆 く者にとって何 という慰めであ

ろうか。相続 とは何であろう。前に歩

んだ人々と同様，同じ能力，同じ栄光

同 じ昇栄を継いで，神の位にまで到達

し，永遠の力の王冠を受けることであ

る。イエスは何をなされた で あ ろ う

か。さて我は，父が世界をかくあらし

めた時の業を見，そのことをなす。父

はその王国を恐れとおののきをもて造

りたもうた。我は同 じ業をなさねばな

らぬ。我が王国を得る暁には父が王国

に王国を持ち，栄光のうちに高 くあげ

られるよう，それを我が父に贈る。そ

れより父はいと高き昇栄を得，私は父

の位を受け，それをもて我が身 も昇栄

を得 る。か くして，イエスは御父の踏

まれた道を踏み，神が以前になされた

ことを継いでおられ，そして神はその

すべての子 らの救いと昇栄のうちに栄

光を加え られ，昇栄を受け て お られ

る。 これは論議を越えて明 らか で あ

り，か くてあなた方はこれまでに数々

言われてきた事柄について，福音の第

一原則の幾分かを学んだのである。

梯子に登る時，あなた方は下から始

あ一歩一歩登 って行き，やがててっぺ

んに達する。福音の原則についてもそ

、

れ は同 じで あ る。 あ な た 方 は 第 一 か ら

始 め，や が て，昇 栄 の 全原 則 を 学 ぶ の で

あ る。 しか し， あな た 方 が そ れ らを学 ．

び 尽 くす まで に は， 幕 を越 え た の ち大

い な る時 を 要 す る。 この 世 で理 解 す る

こと はす べ て で はな い。 我 々 の救 い と

昇 栄 に つ き学 ぶ のは 墓 を 越 え て さえ，

大 き な仕 事 で あ る。 私 は ， 聖 書 に含 ま

れ て い な い ことを 研 究 す るの は許 され

て い な い と思 う。 も しそれ を 行 な った

な らば， 余 りに賢 い大 勢 の人 が 「大逆

罪 」 を叫 び ， 私 を殺 す で あ ろ う。 ゆ え

に き ょ う， 私 は古 い聖 書 につ いて 語 り

注 解 者 とな ろ う。

私 は聖 書 の最 初 のヘ ブル 語 の言 葉 を

解 釈 す る 。聖 書 す な わ ちＢｅｒｏｓｈｅｉｔの 中

の 創造 の歴 史 の最 初 の くだ りを ， 注解

しよ う。

私 は この単 語 を分 析 した い。 Ｂａｉｔｈ

は ，「の うち に」「に よ って 」「を通 し」

な どい ろ い ろ な意 味 で あ り，Ｒｏｓｈは，

「頭 」Ｓｈｅｉｔは文 法 上 の 終 結 を意 味 す

る。霊 感 を 受 け た人 が書 い た時 ， 彼 は

ｂａｉｔｈを そ こに置 か な か った。 何 の権

威 も持 た な い あ る古 代 の ユ ダ ヤ人 が言

葉 を つ け足 した 。彼 は頭 に つ い て話 し

始 め るの は よ くな い と考 え た の で あ

る。 そ こは は じめ，「神 々 の頭 は神 々 を

起 こ した もうた 」 と書 い て あ った 。 そ

れ が この言 葉 の本 当の 意 味 で あ る。

Ｂａｕｒａｕは， 「生 ず る」 を 意味 す る。 も

しあ な た方 が これ を 信 じな い な らば ，

神 の学 者 を信 じな い ことで あ る。 学者

た ち は， 私 が 語 っ た以 上 の ことを あ な

た方 に教 え る ことが で きな い。 か く し

て， 頭 た る神 が大 会 議 で神 々を 生 ぜ し

め た の で あ る。

私 はそ れ を英 語 に写 して 簡 単 に しよ

う。 ああ ，私 を迫 害 した あ な た 方 学

者 ，博 士 ，祭 司 た ち よ， 私 は あ な た方

に， 聖 霊 鳳 あ な た方 が知 って い る以 上

の ことを 知 りた も う と悟 ら しめ た い。



頭 た る神 は 神 々 を集 め ，大 会 議 の座 に

つ き，地 球 を創 造 され た 。大 い な る議 員

らはか な た の諸 天 の頂 きに座 し， 行 な

われ つ つ あ る諸 々 の 世 界 の創 造 を見 守

って い た 。私 が 学者 ，博 士 と言 うの は

聖 書 学 者 を さす の で あ る。 私 が今 まで

説 明 を して こな か った の は， 学 者 た ち

を う ろた え させ ，皆 を して彼 らを笑 わ

しめ るた め で あ る。 博 学 な学 者 らは，

あ る考 え を奉 じて聖 典 は か くか く しか

じか を述 べ て い る と言 うか も しれ な い

が ，我 々 は聖 典 を信 じな くて はな らな

い。 彼 らは変 わ ろ う とは しな い。 しか

し，私 は あ な た方 に， 彼 らの誤 りを 示

そ う。

私 は ラテ ン語 ， ヘ ブ ラ イ語 ， ドイ ツ

語 ， ギ リシ ャ語 で 書 か れ た 新 約 聖 書 の

旧版 を所 有 して い る。私 は今 ドイ ツ語

版 を読 んで い るが ， それ が最 も （ほ と

ん ど） 正 しい翻 訳 で あ り，この１４年 間 ，

神 か ら私 に与 え られ た啓 示 に 一番 近 い

こ とを 知 っ た。 そ こ には，Ｚｅｂｅｄｅｅ（ゼ

ベ ダィ ） の 子 Ｊａｃｏｂｕｓの こ とが 述 べ ら

れ て い る。 これ は ヤ コブ （Ｊａｃｏｂ）の こ

とで あ る。 英語 の新 約聖 書 で は それ が

ヤ コ ブ （Ｊａ皿ｅｓ） と 翻 訳 され て い る。

さて ， も し ヤ コブ （Ｊａｃｏｂ） がｉ鍵を

持 って い た と した ら， 永 遠 に わ た って

ヤ コブ （Ｊａｍｅｓ） の こ と しか あな た 方

の 口 に の ぼ らず ， 決 して 鍵 は得 られ な

か った こ とで あ ろ う。 マ タイ 伝 ４章 ２１

節 に つ い て， 私 の持 つ旧 ド’イツ語 版 で

は， Ｊａｍｅｓで は な くＪａｃｏｂと記 され て

い る。

博 士 ら （科 学 者 で は な く律 法 博 士 の

こ とで あ る） は ，「あ な た が 聖書 に基 づ

か な い で 何 か を説 くな らば ，私 た ち は

大 逆 罪 を 叫 ぶ 」 と言 う。神 が我 々 と共

に ま し，啓 示 され る ので な くて は ，我 々

は ど う して 地 獄 の破 滅 を免 れ る こ とが

で き よ う。人 ば我 々 に鎖 を か け る。 ラ

テ ン語 は Ｊａｃｏｂ とい う意 味 の Ｊａｃｏｂｕｓ

と言 い ， ヘ ブ ライ語 は Ｊａｃｏｂと言 い，

ギ リシ ャ語 は Ｊａｃｏｂ と言 い， ドイ ツ語

は Ｊａｃｏｂ と言 うｏ こ こに， ４つが １つ

に反 対 して い る証 が あ る。 私 は神 に，

この古 い書 物 を所 有 して い る こ とを 感

謝 す る。 だ が， 聖 霊 の賜 を さ らに感 謝

す るの で あ る。 私 は世 界 で 最 も古 い書

物 を得 た。 しか し私 は心 の中 に， 最 も

古 い書 物 を， ま さ に聖 霊 の賜 を得 た 。

私 は ４つ の聖 書 を み な持 って い る。 あ

な た方 学 者 た ち， 読 め るな らば ， こ こ

へ来 て読 む が よ い。 も しｒｏｓｈ一 す な わ

ち神 々 の父 ， 頭 と い う単 語 を と り あげ

な か った な らば， 私 は こ の証 を 話 さな

か っ た で あ ろ う。 私 はた だ私 の 正 しい

こ とを示 す た め に は それ を と りあ げ な

か っ たで あ ろ う。

神 々 の 会 議

は じめに，神々の頭は神々の会議を

開き，神々は共に集まり，地球を造 って

人を住まわせる計画を立てた。我々が

このように学ぶ時，我々は唯一の真実

の神 と我々が礼拝 している御方がどの

ような方であるかを学ぶのである。神

の知識を得てこそ，いかにして神に近

づ くことができるか，また，いかにし

て，答えをいただけるように願うこと

ができるかを知るのである。

我々が神の属性を理解 し，いかにす

れば神に近よれるかを知 る時，神は我

々の前に諸天を開き，それに関するす

べてを教えて下さる。

さて，私は私の言葉を聞 くすべての

人に，なぜ救いを説 く学者たちが，神

は諸天や地球を無から創造されたと言

うのか尋ねたい。その理由は，彼 らが神

のことを知 っておらず，聖霊の賜を受

けていないことである。彼 らは自分の

考えを否認する者をみな神の冒漬者呼

ばわりする。 もしあなた方が彼 らに，

神は地球を何かか ら造 られたと言った

ならば，彼 らはあなた方をばか者と言

うであろう。 しか し，私は知 って い

る。全世界を東にしたよりも大きな知

識を持 っている。何にせよ聖霊が知っ

ておられ，その聖霊が私のうちにまし

ます。私は全世界を １っにしたより多

くのことを理解 している。私自身が聖

霊 と交わるのである。

創造という言葉の意味

あなた方は博学の博士 らに，なぜ地

球が無か ら造 られたというのか，尋ね

てみよ。彼 らは， 「聖書に地球が創造

されたと書いているではないか」と答

えるであろう。そ して彼 らは 「創造 と

書かれているか らには，地球は無から

造 られたはずである」と言 う。さて，こ

の創造という言葉は ｂａｕｒａｕという言

葉か らきている。それは無か ら創造す

るという意味の言葉ではない。それは

組織するという意味，すなわち人が物

質を組織 して船を建造するというのと

同じである。ゆえに，我々は，神が物

質を組織 して混沌の中か ら，すなわ混

沌 とした物質，あらゆる栄光を有 した

元素から地球を組織されたと言うので

ある。元素は，神の有する 「時」以来

空間を占めていた。元素の純粋な要素

は，決 して破壊されない要素であって，

それ らは組織され，再組織されるが決

して破壊 はしない。それらははじめな

く，終りもない。 （次回完結）
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方 針 と 手 続 き

宣教師と教会体育プログラム

教 会 の ス ポ ー ツ プ ログ ラ ムは， いか な る条 件 の もとで も，

専 任 宣 教 師 に は公 開 され な い。 この こ と は，ワ ー ド部 ，支 部 ，

ス テ ーキ部 ， 地 方 部 で の練 習 競 技 や ， ど の よ うな トー ナ メ ン

トゲ ー ムに も適 用 され る。 専 任 宣 教 師 の 参 加 禁 止 とい う規 制

は， コー チ や それ に関 係 す る活 動 に も適 用 され る。

長老のために

長老たちの中には儀式を執行する際に，必須の事柄だけを

述べて，祝福をつけ加えることな く終って しまう人が時折あ

ることに注意を促 したいと思う。長い祈 りによる ので は な

く，みたまに導かれるまま，儀式に必要な事柄にさらに意義

をつけ加えるような短い祝福，勧告，指示，訓戒，導 きを言

い表わす ことによって，儀式をより印象的なものにすべきで

ある。たとえば，確認の儀式は新たにバプテスマを受けた人

に，聖霊の大切な賜物について気づかせることができるであ

ろう。また幼児の命名，神権の聖任，按手任命や病人の灌油

の結び固めに際 して も祝福をつけ加えることが望まれる。

教会の建物内での商業広告掲示の禁止

商業関係の企業を広告するプラカード類が，教会の建物内

に掲示されていると報告がなされている。教会の史跡やペー

ジェント大会への飛行機，バス旅行勧誘の広告に関して最 も

ひんぱんに苦情が出ている。この種の広告を教会の建物内に

掲示すると，教会が広告されている事柄を保証しているとい

う誤解を招 く事になる。教会は，企業や生産品に保証を与え

たりはしないので，今後は，教会の建物内にいかなる種類の

商業広告 も掲示 しないよう要請する。

少年が聖任される時

神権のいかなる職であっても聖任される兄弟は，名前を提

議 され支持される集会に出席 し，会衆に見やすい前の方に着

席すべきである。
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ワー ド部の集会における管理者と最初に聖餐を受ける人

神権会，日曜学校，および聖餐会等のワー ド部の集会にお

いては，管理役員である監督が不在の場合には，第 １副監督

が管理 し，もし第 １副監督 も不在の場合には第 ２副監督が管

理する。もし教会幹部あるいはステーキ部長会の一員が集会

に出席 していれば，より上位の職を有するその訪問者の管理

の もとに監督会の一員が司会を行なう。 しか し，ステーキ部

長会の公式の代理 としてワー ド部を訪問 している高等評議員

は，監督の管理権を譲 り受けるものではない。

聖餐は最初に，壇上に着席 している最 も上位の権能を有す

る人に与えられ，次いで順次すべての人々に配 られる。教会

幹部あるいはステーキ部長会の一員が壇上に着席 していない

限り，ステーキ部長会の公式の代理と して ワード部を訪問

し，壇上に着席 している高等評議員は，最初に聖餐を受ける

ことによりその立場が認められる。また，公式の代理として

ではな く自分のワー ド部に出席 している高等評議員に関 して

は，必ずしも最初に聖餐を配るには及ぼない。 しか し，礼を

つ くして彼に最初に配っても何 らさしつかえはない。

訪問している教会幹部およびステーキ部長会の会員は，い

つも壇上に着席するようにすべきである。

ワー ド部聖歌隊

監督および支部長は 「教会指導総合手引き」Ｐ．１３２に注意

していただきたい。

ワー ド部聖歌隊は，聖餐会で歌 う公式なグループであり，

定期的に聖餐会で歌 うべきである。ワード部聖歌隊は監督の

指示を受け，監督は聖歌隊が組織され，維持され，毎週の練

習のために定まった時間と場所があるかどうか気を配 る責任

がある。

すべてのワー ド部および支部は聖歌隊をもち，また監督会，

支部長会はいつも激励を与えるべきである。

雑誌の予約に対する幹部書記の責任

下 記 の説 明 文 は， １９７１年 ８月 ５日付 の 回状 に掲 載 され た指

示 に代 わ る もので あ る。

ス テ ーキ部 （伝 道 部 ， 地 方 部 ） 幹 部 書 記 は ，雑 誌 の予 約 購

読 プ ログ ラ ムの指 示 を与 え る助 け手 と して の 責任 を与 え られ

るが ，雑 誌 責 任 者 と は な らな い。 彼 は必 要 に 応 じて ス テ ー キ

部雑 誌 責 任 者 と協 議 し， そ の プ ロ グ ラ ムが成 功 す るよ うに必

要 な 力 を与 え， そ の プ ロ グ ラ ムが ど の よ うに進 め られ て い る

か を ス テ ー キ部 長 に知 らせ る。

ワー ド部 （支 部 ） 幹 部 書 記 も同様 の働 きを す る。 各 ワー ド

部 ， 支部 は雑 誌 責 任 者 を お・き， 必 要 に応 じて １人 以上 の補 助

を お い て そ の プ ログ ラムを 進 め るべ きで あ る。



ト ミー とべ ッツ ィー は西 部 へ出 か け るの が うれ し くて ， は

しゃい で い ま した。 「ピ クニ ック に行 くみ た い 」 とべ ッツ ィ

ーは言 い ま した。

「こん な に寒 くな け りゃ
， ほ ん と うにそ うだ け ど」 ト ミー

はお 父 さん が食 糧 を積 み込 ん だ幌 馬 車 の中 の羽 ぶ とん に も ぐ

りこみ な が ら答 え ま した。 それ は ち ょう ど， とび き り大 きな

ま くらに体 を しず め た よ うで した。 幌 の まわ りは凍 りつ き，

雪 が 降 り， 風 が 吹 い て い る の に， そ の羽 の よ うな 柔 ら か さ

は ， ト ミー とべ ッツ ィー を， 気 持 よ く， 暖 か く して くれ ま し

た 。

道 は 凍 って い ま した。 彼 らが 川 へ の急 な 坂 道 を 降 り よ う と

す る時 ， お 父 さ んが トミー とべ ッツ ィーを 呼 び ま した。 「お

ま え た ちは 馬車 か ら降 りて歩 い た方 が いい 。 そ の 方 が 安全

だ 。」

ト ミー とべ ッツ ィー は気 持 よ い暖 か い羽 ぶ とん か ら出 るの

が い や で した が， ２人 と も， そ んな こ と は言 い ま せ ん で し

た 。 そ の か わ りに， ２人 は荷 車 か らはい 出 して ，風 が 吹 く中

で頭 を ち ぢ こませ て， 川 へ 下 る丘 の残 りの 道 を 歩 きま した。

ふ た りが お父 さ ん と お母 さ んを 待 って い る間 に， ひ ょうが降

りは じめ ま した。 ひ ょ うは大 き くて ， ト ミー や ベ ッツ ィー に

は小 石 が 降 って 来 る よ うに思 え ま した。 ベ ッ ツ ィーは お び え

て しま い， 彼 女 も トミー もこ ご えて い ま した 。 ト ミーが い い

ま した。 「ひ ょ うのや つを とび はね た り し て 笑 って や ろ う

よ。 暖 か くな る よ 。」 ２人 のお 父 さん とお母 さん は， ひ ょ う

に 向 か っ て笑 って い る ２人 を 見 つ け ま した。

トミー とべ ッツ ィー は， 自分 の脇 にお び え た牛 や お母 さ ん

を連 れ て， ひ ょ うか ら自分 の頭 を か ば うた め に， お な べ を か

ぶ って い るお父 さ ん に会 っ た時 ， な くど こ ろか ， ふ きだ して

しま い た の し くな りま した 。 ２人 は荷 車 の後 に よ じの ぼ り，

も う一 度 ， 気 持 よ い暖 か い羽ぷ とん の中 に も ぐり こ み ま し

た。

ほ ん の一 し ゅん の うち に， トミ７ は幌 の は しを持 ち上 げ て

外 を の ぞ き ま した。 驚 いた こ と に， 荷 車 が た くさん，・それ ぞ

れ の 町か らや って 来 た ので す 。 「ど うや って み ん な川 を渡 っ

た ん だ ろ う。」 か れ は ふ しぎ に思 って外 を見 た時 ，思 わ ず さ け

び ま した。 「渡 しが す っか り凍 りつ い て い る 。」

か れ の お父 さ ん は， その 時荷 車 の 後 の 方 に い ま した が， ト

ミー の声 を聞 いて 答 え ま した。 「私 た ちは天 の お 父 さ まが 用

羽 ぶ εん

メ ア リ ー ・ プ ラ ッ ト ・ パ リ ッ シ ュ

絵 ： バ ー ジ ニ ア ・ サ ー ジ ェ ン ト

それは ち ょうど，とび きり大きなま

くらに身を しずめたよ うで した。

その羽のような柔らかさは， トミー

とベ ッツ ィーを気持よ く，暖か くし

て くれ ました。
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意 して下 さ った橋 を渡 って 来 たん だ よ。 氷 の 橋 は １マイ ル も

あ った んだ 。」

ト ミー は川 の 向 こ うを 見 渡 しま した 。 向 こ う岸 ま で は ず い

ぶ ん あ りま した。 重 い幌 馬 車 を 渡 らせ るほ どに も川 は す っか

り凍 りつ い た の で し ょ うか 。 か れ はお 父 さん が わ れ そ うな 氷

の上 を牛 を 移 動 させ る時 ， だ め で はな い か と気 使 い息 を の ん

で見 守 って い ま した。 しか し， 氷 はわ れ ま せ ん で した 。全 部

の 馬車 が 次 々 に後 に続 い て ゆ っ く りと川 を渡 って 来 るの を 見

て， ト ミー とべ ッツ ィー は ほ っと して ， た め い きを つ きま し

た。 さ い ご ま で， 氷 はわ れ な か った の で す 。

渡 りお わ るま．で， み ん な の胸 の中 は天 父 は 自分 た ちを愛 し

み ま も って くだ さ り， 西 へ の旅 を ま もって くだ さ る とい う気

持 にみ た され て い ま した。 そ ん な時 ， １人 の姉 妹 が 歌 い 始 め

ま した。 す る と他 の人 々 もそれ に加 わ りま した 。 歌 声 は 馬 車

の行 列 が シ ュガ ー ク リー クに 着 くまで 続 き ま した。

シ ュガ ー ク リ～ クは天 候 が 暖 か くな る まで 聖 徒 た ちが キ ャ

ン プす る と予 定 して い た と ころ です 。 一 週 間 前 に そ こ に着 い

た人 々 は歌 声 を 聞 い て， かれ らの多 くは キ ャン プ フ ァ イヤ ー

の 集 い を 開 き， 旅 行 者 た ち を か ん げ い し， かれ らが 到 着 した

らす ぐ暖 ま れ る よ うに して い ま した。 トミー とべ ッツ ィー は

キ ャ ン プ フ ァ イヤ ーを か ん し ゃ しま した。 １人 は幌 馬 車 に一

番 近 い た き火 の前 に立 ち， す っか り暖 か くな るま で， 体 を前

に 向 け た り後 ろ に向 けた り しま した 。 ト ミーが 最 初 に た き火

を は な れ て， お父 さ んが 牛 に え さを や った り， ミル クを しぼ

った りす る のを 手 伝 いに 行 き ま した 。

「ベ ッツ ィー
」 と お母 さ んが 呼 び ま した 。 「夕食 に パ ン と

ミル クを食 べ られ る よ うに， パ ンを 箱 か ら出 して ち ょ う だ

い 。」

パ ンは凍 って い ま した。 お母 さん は ナイ フで 切 ろ う と しま

した。 そ れ か ら金 づ ち で こわ そ うと しま した 。 けれ ど もそ れ

は べ ッツ ィー を笑 い こ ろげ させ た だ けで した 。 お 父 さん が手

お け に ミル クを持 って や って 来 て ， 言 い ま した 。 「の こ ぎ り

を持 って こよ う。」 み ん な は，お父 さん が 大 きな の こ ぎ りで小

さな パ ンを切 って い るの を見 て， 大 笑 い しま した 。 や っ とお

父 さん は パ ンを 小 さ く切 る こ とが で き ま した 。 ト ミー とべ ッ

ツ ィーは温 い ミル クの 中 に小 さ く切 っ た パ ンを 入 れ て食 べ ま

した。

そ の 夜 トミー とべ ッツ ィー が， 暖 か い羽 ぶ と ん に も ぐり こ

ん だ 時 ， ふ た りは この １日 の うち に起 こ っ た こ とを 考 え ま し

た 。 ベ ッツ ィーは 自分 の子 猫 の こ とや， 思 い き って 捨 て て 来

た 椅 子 の こ とや ， ノー ヴー に残 して来 た時 計 の こ とを 思 い 出

しま した 。 あ の 時計 が 「お や す み ベ ッツ ィー， おや す み ベ ッ
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ツ ィー」 と言 っ て い るよ うに思 え ま した 。 そ して ベ ッツ ィー

は 間 もな く眠 りに つ き ま した。

ト ミーは違 っ て い ま した 。 か れ は 自分 た ちを ノ ー ヴ ーか ら

追 い 出 した， 悪 い人 々 の こ とを 考 え ， そ の人 々 が か れ らを西

へ追 い や らな いで くれ た らよか った の に と思 い ま した。 彼 は

ます ます 考 え こみ 始 め， だ んだ ん 目が さえ て きま した。

ね られ な いで い る と， キ ャ ン プ地 で何 か物 音 が す るの を耳

に しま した。 それ は大 勢 の 人 々 が 馬 車 か ら出 て来 る音 の よ う

で した。 それ か らか れ は馬 車 の 幌 に つ い た氷 が わ れ る音 を 聞

き ま した。 お父 さ んが 幌 の は しを持 ち上 げ て 「トミー， ベ ッ

ツ ィー， 起 きな さ い」 と言 い ま した 。

トミー は起 きな お る と 「何 か あ った の」 と聞 き ま．した。

「ジ
ョン ソ ン姉 妹 の と こ ろに女 の赤 ち ゃん か生 まれ た んだ

よ 。」 とお父 さ ん は答 え ま した 。「お ま え た ち の羽 ぶ と んが あ

れ ば この寒 い 夜 に お母 さん と赤 ち ゃん を暖 か く してや る こ と

が で き るん だ が 。」

そ の 時 ベ ッ ツ ィーが 目を さま し， 彼 女 も トミー もお父 さん

が ， 馬車 か ら羽 ぶ とん を ひ っぱ り出す の を助 け ま した 。 そ れ

か らベ ッツ ィーは ， お 父 さ んが ふ と んで つ？ んで くれ た の で

ま た 眠 りま した。

トミー は こうふ ん して 眠 れ ませ ん で した。 それ で ， 彼 は炎

を 上 げ て燃 えて い るた き火 の そ ば に立 って い ま した。 お母 さ

んが ジ ョン ソ ン姉 妹 の馬 車 か ら赤 ち ゃん を抱 い て 出 て 来 る

間 ， しば ら くか れ は そ こ に立 って い ま した。 「羽 ぶ とん は，

す ぐ用 意 で き るで し ょう。 そ れ か ら私 達 は赤 ち ゃん を．お母 さ

ん の と ころ につ れ て い き ま し ょう。 き っ と赤 ち ゃん は気 持 よ

く暖 か くな るわ 」 とお母 さん は言 い ま した。 「そ う して い る

間 にた き火 のそ ば は馬 車 の 中 よ り も暖 か くな るわ 。」 ト ミ ー

は幌 の上 の氷 を 見 ， それ は本 当 だ と思 い ま した。

次 の朝 ， 彼 とべ ッツ ィーが赤 ち ゃん の こ とを 聞 い た時 ， お

母 さん は言 いま した 。 「ゆ うべ は １人 だ け じゃ な くて ９人 も

赤 ち ゃ んが 生 ま れ た の よ。」

「９人 ／」 トミー とべ ッツ ィーに は信 じ られ ま せ ん で し

た 。

お 母 さん は ２人 を か わ る が わ る見 て， や さ し く言 い ま し

た 。 「私 は 含人 ⑱思 い や りの あ る子 供 が， 自分 た ち の大 事 な

羽 ぶ とん を か して あ げ た の で， 元 気 に育 っ てい る赤 ち ゃ んを

知 って い るわ よ 。」

ト ミー とべ ッツ ィーは， ほ ほ え み あ い ま した 。 そ して しあ

わ せ な暖 か い気 持 で い っぱ い にな りま した 。

蒸
それか らかれは馬車の幌 についた

氷がわれ る音を聞 き，お父さんが

幌 のはしを持ち上げて 「トミー，

ベ ッツィー，起 きなさい」と言い

ました。

トミーは起 きあがると 「何か あ っ

たの」とききま した。

ｏ ’・

・雪
９

縄

．し
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ニ ー一 フ ァ イ

ニ ー フ ァイ は レー マ ン と レ ミュエ ル が ぶ つ ぶ つ ふへ い を言

うの を き きま した。

とい うの はか れ らの お父 さん リーハ イ が エ ル サ レ ムを は な

れ よ う と して い たか らで す 。 お 父 さん は この大 きな町 ， エ ル

サ レ ムが ほ ろ ぼ され るで あ ろ う とむ す こた ちに話 しま した。
もヒ

しか し， レー マ ン と レ ミュエ ル はそ ん な お 父 さん の言 う こ と

は信 じませ ん で した。

ニ ー フ ァイ は， レー マ ン と レ ミュエ ル よ り もわ か く， お父

さん の言 う こ とを よ くき き ま した。 そ こで ニ ーフ ァイ は お父

さん の言 う こ とが よ くわ か る よ うに と神 さま に お い の りを し

ま した。

す る と神 さ ま は ニ ー フ ァ冴を お とず れ ， か れ の こ ころ を や

わ らげ ま した。 ニ ー フ ァイ はお 父 さん が か た るは な しをす べ

て信 じま した。

ニ ーフ ァイ は弟 の サ ー ム に じぶ ん が み き き した す べ て を か

た って きかせ ま した。

サ ー ムは そ れ を信 じま した。 兄 の レ ー マ ン と レ ミュエ ル は

神 さま を も とめず ， ま た リーハ イや ニ ー フ ァイ の は な しを信

じま せ ん で した。

そ の と き， リー ハ イ はむ す ごた ち に次 の よ うに 話 し ま し

た。・「主 が私 に エ ル サ レム に あ る レ ーバ ンの 家 に か え るよ う

に言 った。 レーバ ンが ユ ダ ヤ人 のれ き しと， せ ん そ の け いず

を しん ち ゅ うば ん に き ざ ん で お いた か らで ， だ か ら レ ーバ ン

の 家 へ行 って そ の きろ くを 荒 野 か ら持 って く る よ う に命 じ

た 」 と。

兄 の レ ーマ ン と レ ミュエ ルが これ を きい た と き， ま た ふ へ

い を 言 い は じめ， 父が むず か しい こ とを す る よ うに言 って い

る と もん くを言 い は じめ ま した 。 父 の リーハ イ は 「これ は お

父 さん が じぶ ん た ちに そ うす る よ う に命 じて い る の で は な

く，これ は主 が 命 じお も う こ とな の で あ る」 と こた え ま した 。

そ して ニ ー フ ァイ の方 を む い て， 「な ん じはふ へ い を言 わ

な か った か ら主 に め ぐまれ て たす けを うけ るで あ ろ う」 と言

い ま した 。

ニ ー フ ァイ は次 の よ うに こた え ま した 。

「私 は主 が そ れ を 行 な うよ うに言 わ れ る と き は主 が私 を た す

けて くれ るの を 知 って い るの で， 私 は行 き ま し ょ う」 と。

ニ ー フ ァイ とか れ の 兄 弟 た ちは．エ ルサ レム に もど って レ ー

バ ンの家 に行 きま した。

話 し合 いで レー マ ンが レ ーバ ンの家 に行 く こと にな りま し

た。 レー マ ンが レーバ ンの 家 に行 った時 ， レーバ ン はお こ っ

て レー マ ンを じぶ んの 家 か ら外 へ つ きだ しま した 。

レー マ ン と レ ミュエ ル は ， お 父 さん の い るテ ン トに もど り

た い と思 い ま したが ， ニ ー フ ァイ は そ の代 わ りに 土ル サ レム
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の もと住 ん で い た 家 に行 き， そ こに お い て き た金 銀 や たい せ

つ な ものを 持 って きて ， きろ くとひ き か え に これ らの たか ら

ものを レーバ ンの 手 にわ た そ うで は な い か と言 い ま した。

レーバ ン は， リーハ イ た ちが そ の き ろ くを ほ しい と同 じよ

うに富 が ほ しか った の で兄 弟 た ち を ころ そ うと して め しつ か

いを よ こ しま した が ， か れ らは大 きな岩 の ほ らあ な にか くれ

ま した 。

レー マ ン と レ ミュエ ル は た い へ ん お こって ， む ちで ニ ー フ

ァイ とサ ー ムを ぶ ちは じめ ま した。

とつ ぜ ん １人 の 天 使 が あ らわ れ て， 「ま た エル サ レム まで

行 け， そ うす れ ば ，主 は レー バ ンを あ な たが た の手 に ひ きわ

たす で あ ろ う」 と言 い ま した。

レー マ ン と レ ミュエ ル は うた が って， 次 の よ うに言 い ま し

た。 「ど う して そ ん な こ とが で き よ うか 。 レーバ ン はつ よ い

人 で５０人 の め しつ か い を も って い るの に」 と。

ニ ー フ ァイ は 言 い ま した 。 「ま た エ ル サ レム ま で行 こ う。

主 は レーバ ン人 よ り もつ よ く， どの人 た ち よ り もす ば ら しい

人 だ か ら」 と。

夜 にな る と， お に い さん た ちは エ ル サ レ ムの お城 のか べ の

外 に行 って か くれ た 。 そ れ か らニ ーフ ァイ は エル サ レム に行

き レーバ ンの 家 には い りま した。．．ニ ー フ ァイ は庭 に よ う じん

ぶ か くそ っ と入 りま した 。 す る と， そ こに よ っ ば らって た お

れ て い る レーバ ンを 見 つ け ま した。

ニ ー フ ァイ は レーバ ンの つ る ぎを ぬ い て か れ を ころす よ う

に 「み た．ま」 に言 わ れ ま した 。 しか しご 一 フ ァイ は， 「私 は

今 まで ど んな 時 に も人 の血 を な が した こ とは なか っ た」 と つ

ぶ や き ま した。 す る と 「み た ま 」 が ま た ，私 に言 わ れ ま し

た。 「主 は正 しいみ こ こ ろを は た す た め に あ くに ん を こ ろ し．

た も う。 一 人 の ほ ろび るの は ， 全 国 の民 の信 仰 が な くな っ て

ほ ろ び て しま うよ りは よい 。」 と 。

ニ ー フ ァイ は レーバ ンの つ る ぎで 彼 の くび を き りお と しま

した。 そ して ニ ー フ ァイ は レ 」バ ンの ふ くを き て， つ る ぎ や

よ ろ い を ま とい， レーバ ンの 家 に は い って行 き ま した。

ニ ー フ ァ・イは しんせ い な き ろ くを 持 って きて， お城 のか べ

の外 で待 って い る兄 弟 た ちの と こ ろに は こぶ よ うに， め しつ

か い に命 じま した 。そ の め しつ か い の名 は ゾ ー ラム と言 い，か

れ は ニ ーフ ァイ を レーバ ン と思 い よ ろ こん で は こび ま した。

ニ ー フ ァイ は あ と で ゾ ー ラ ム に， も し私 た ち とい っ し ょに

や くそ くの地 に行 くな ら じゆ うの 身 に して や る とや くそ く し

ま した。

そ こで ニ ー フ ァイ と兄 弟 た ちは しん ち ゅ うば ん を持 ち， レ

ーバ ンの め しつか い をつ れ て ，荒 野 に い る私 た ち の父 ， リー

ハ イ の待 つ テ ン トにぶ じ帰 って き ま した 。





マ ル コ の 、

お と も だ ち

イ エ ス ・キ リス トが 地上 に い ら した ころ， マ ル コが ほ ん と

うに生 きて い た とい う記 録 は あ りませ んが ， これ は ほ ん と う

にあ った か も しれ な い お話 で す。

「ね え ， お 父 さん ， も う少 し 起 きて い て い い で し ょう。」

マ ル コの お 父 さん は マ ル コの声 に力 が こ もって お り， ま た そ

の た の む よ うな 目 に お ど ろ き ま した。 そ して お父 さん は その

子 の望 みが わか って い ま した 。

エル サ レムで はす ぎ こ しの まつ り， つ ま りユ ダヤ 人 た ちが

か れ らの た め に して くだ さ っ た神 さま の 正 しい こ とを思 い お

こす た め の と くべ つ な お まつ りの と きで した。 ２階 の大 ひ ろ

まで は イエ ス と その 弟子 た ちが す ぎ こ しを祝 って夕 食 を とっ

て いま した 。

「で もね
， イ エ ス さま と弟 子 た ちが 出 て こ られ るのが お そ

くな るか も しれ な い よ」 とマ ル コの お父 さ ん は や さ し くいい

ま した 。 「か ま わ な い よ。 イ エ ス さ ま の お顔 を も う一 度 よ く

見 るな ら， ち っ と もか ま わ な い よ。 も う一 度 だ けで いい んだ

よ。 お 父 さ ん」 とマ ル コは い い ま した。

マル コの お父 さん は うなず き ま した。 マル コ はか いだ ん の

下 にす わ り， も うす ぐ こ られ るか も しれ な い と思 い ま した 。

か れ は待 ち つ づ け ま した。 あ た りはた いへ ん静 か な の で ２階
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の静 か な 話 し声 だ け が 聞 こえ て い ま した 。

マル コは ２， ３日前 ， イ エ ス さ まが か れ に に こや か な ほ ほ

え み を か け られ た こ とを思 いだ しま した 。 イ エ ス さま が エ ル

サ レ ムに お着 きに な った時 ， マル コ は多 くの 子 供 や 大 人 た ち

とい っ し ょに イ エ ス さ まを む か え ま した 。 イ エ ス さま は お と

な しい小 さ な ろ ば に の って お られ ， マル コは他 の子 供 た ち と

い っ し ょに， し ゅろ の葉 や 花 を 集 め て イ エ ス さま の た め に道

に し くと， イ エ ス さ ま は に っ こ りわ ら って か ん し ゃさ れ ま し

た。

この静 か な 夜 に マル コは 待 ちな が ら， ・ｆエ ス さ ま に つ い て

聞 い た話 を 思 い出 して い ま した 。 か れ は心 か らそれ が 真 実 で

あ る ことを 知 って い ま した 。 そ れ は金 持 ちの小 さ な女 の子 が

生 きか え った 話 ， らい病 に か か って い るシ モ ンが い や され 清

め られ た 話 ， エ リコに い た め くらの こ じき の 目が 見 え る よ う

にな った話 で した。

とつぜ ん ２階 の ドアが 開 い た ので ， マル コ は きた い して 立

ち上 が りま したが ， ユ ダ と呼 ば れ る男 しか 出 て きま せ ん で し

た。 ユ ダ の声 は耳 ざ わ りで 顔 は黒 ず ん で い ま した 。 マ ル コは

ユ ダ が か い だ ん を急 いで か け お りな が ら 「早 く しろ」 とい っ

て い るの を聞 き ま した。 それ か らユ ダは や み の 中 に消 え て し

ま い ま した。

２階か らは それ 以 上 声 は聞 こえ て きま せ ん で した。 マ ル コ

は待 ち， 耳 を か た む けて い ま した 。家 の 中 は た い へ ん静 か で

した。 か れ は しば ら くの 間 か い だ ん に頭 を もた れか け て い ま

したが ， ま もな くね む って しま い ま した。 マ ル コの お父 さ ん

．はか れ が か いだ ん の と こ ろで ね む
って い るの を見 つ け ま し

た。 けれ ど も マル コが イ エ ス に会 い た が って い た の を よ く知

って いた の で ， ね む って い る息 子 を そ の ま ま に して そ っ とで

て 行 きま した。

しば ら く して ２階 の ドア が 開 か れ， 光 りが マル コ の顔 に あ

た った の で ，彼 は 目を さ ま しま した。 上 に いた 人 た ちが か い

だ ん を 下 りて くる とマ ル コは立 ち上 が りま した 。 イ エ ス さま

は１１人 の 弟子 の せ ん と うに立 って お りて こ られ ， マル コの お

父 さん と話 を す るた め立 ち止 ま られ て ，マ ル コの ほ うを 向 き，

か れ の顔 を長 い 間 じっ と見 つ め られ ま した 。 マル コは に っ こ

りほ ほ え み ま した。 イ エ ス さ まか ら大 きな 安 ら ぎ とす ば ら し

い愛 が伝 わ り， マル コ の全 身 が み た され ま した 。 か れ は イ エ

ス さ ま を待 っ た こ とが どん な に うれ しか った で し ょ う。
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う家 を出 て い ます 。兵 た い のせ ん と うに 睦 る男 は イエ ス さ ま

が こ こに お られ る ことを 知 って いま す 。「あ あ，ど うか 助 け て

くだ さい 。」 「イ エ ス さ ま に話 そ う。坊 や ， で もあ ぶ な いか ら

坊 や はお 父 さん の と ころ に帰 っ た ほ うが い い よ。さ あ急 いで ，

讐 と ち ゅうで み ち くさす るん じゃ な い よ」 とイ エ ス さま の 弟子

の １人 が いい ま した。

マル コ は家 に帰 りま した が， 朝 ま で ねむ れ ませ んで した 。

あ くる 日 は気 の重 い １日で した 。 た くさ ん の人 々が 家 にや っ

て きて， 何 や らひ そひ そ話 しあ って お り， こま っ てい る よ う

ｙ 撫 語 鰍 すで・た・マ・レコがたずねようとしたら・お父さんは ５ひ配
華鰍 騒聯 轡較 す る こ とは な い ん だ よ， マル コ。 う ま くい くか らね」 とい い

滋 議 欝 ま した・でも・・剛 ま・エスさまがいな くなられたら一体何

．．婁 が 正 しい の だ ろ う と思 い ま した・ 仁 ス さ ま猟 々 の 睡 お

難饗 られ て お話 を な さ った と き， 人 生 は歌 の よ うな もの で した 。
寒 嚢 ど う した わ けか

， た くさ ん の兵 た い た ち はイ エ ス さま が近 く

に お られ る とい らだ ち ま せ ん で した。 「なぜ か れ らは イ エ ス

少 し して マ ル コが ベ ッ ドの じ ゅん びを す る と き， 家 で ね む

って い る家族 を起 こ さな い よ うに しま したが ， とつ ぜ ん家 全

体 が やか ま し くな り ま した 。 こん ぼ う とた い ま つ を も った人

々 や， つ る ぎを も った 兵 た い た ちが さけ び な が らさが しま わ

って い ま した。 「２階 だ 」 とだ れ か が さ けび ま した。 マ ル コ

は声 の主 が だ れ だ か わ か りま した。 それ はユ ダで した 。 マ ル

コの お 父 さ ん とめ しつか い た ち は走 って き ま した 。 「や つ ら

はイ エ ス さ まを さが して い るん だ」 と マ ル コ は さ け び ま し

た 。「お れ た ち は イ エ ス を見 つけ るぞ 。」 １人 が あ らあ ら し く

い い ま した 。かれ らは部 屋 ぜ んぶ を さが し，ど の部 屋 もメ チ ャ

クチ ャ に して 立 ち去 りま した 。 あ ち ら こち らさが してか ら一

人 の大 男 が お こ った よ うに， 「イ エ ス は こ こに い な い そ」 と

い って ユ ダ の ほ うを 向 き， 「わ るい や つ は ど こだ」 とい い ま

した。 マ ル コは ユ ダが 「ゲ ッセ マ ネだ 。 彼 はそ こへ祈 りに行

って い る」 とた め らいな が らい って い るの が わ か りま した 。

ベ ッ ドの用 意 が で き， ね ま きを 着 て い るの も忘 れ て マ ル コ

はゲ ッセ マ ネの 園 に通 じ るオ リブ 山 の ほ うへ 向 か って エ ル サ

レ ムの せ ま い通 りや くらい 小道 を大 急 ぎで 走 り ま した 。 す 足

だ った の で 石 の上 で も音 を た て ませ ん で した。 エル サ レ ムを

出 て南 へ 向 か って 走 り， セ ドロ ン川 とい う小 川 にか か る石 橋

を わ た りま した 。 か れ は 遠 ま わ りを して 小 さな オ リー ブ の木

々 の間 を進 んで い き ま した 。

マ ル コが 木 立 ち の中 を 走 って 来 た の で ， い ね む りを して い

た 弟子 た ち は と つぜ ん 目を さ ま しま した。 か れ は息 を き ら し

て 弟子 た ち に兵 た い た ちが イ エ ス さま を さが しに家 に来 た こ

と， ま た兵 た い た ち が この園 につ く前 にイ エ ス さま に知 らせ

るた め大 急 ぎで走 っ て き た と い い ま した 。

「イ エ ス さま を助 け て くだ さ い。 兵 た い た ちが 来 ます 。 も

さ ま を十 字 架 にか け， 墓 にほ うむ った の か」 と考 え ま した。

マ ル コは と って も悲 し くな りま した 。

そ の つ ぎ の安 息 日が す ぎ ま した 。 そ れ は週 の最 初 の 日で し

た 。 マル コは最 初 ， 目 を開 い た と き １つの 変 化 に きづ きま し

た 。 ひ とす じの光 が かれ の わ らぶ とん に さ し， ほ こ りが あ た

り一 面 に ま って いま した。 マ ル コはベ ッ ドか ら飛 び お きて 窓

に走 って い きま した 。 あ た りは 明 る くか が や いて い ま した。

マ ル コの心 を 重 苦 し くさせ て い た もの が消 え去 っ て い ま し

た。

マ ル コは， 何 かす ば ら しい こ とが お こ った の だ と思 い ま し

た 。 か れ は きの うの悲 しみ を おぼ えて は い ま した が， それ に

つ いて 考 え る こ と さえ な く， か れ の心 は 幸福 で い っぱ い に な

りま した 。 イ エ ス さま は よみ が え られ ， イ エ ス さま の愛 と平

安 が ふ た た び こ こに あ って， た だ イ エ ス さ まだ けが い ま ま で

この よ う に幸福 で み た す こ とが で きた のだ とマル コ は思 い ま

した。

マ ル コ は服 を きて ， か こい を した庭 で ２人 の男 に話 を して

い るお 父 さ ん の と ころへ 急 い で走 って い きま した。 マル コは

そ の ２人 が イ エ ス の弟 子 だ とわ か りま した 。 そ こに は ３人 の

女 の人 が い て， かれ らの よ ろ こん で い る よ うす を 聞 こ う と，

マル コは息 を殺 して耳 を す ま しま した 。 「イ エ ス さま は生 き

て い らっ しゃい ま す。 私 た ち は イ エ ス さま に お会 い しま し

た 。」 「そ して イ エ ス さ ま は弟 子 た ち に イ エ ス さ まが生 きて い

る ことを 告 げ る よ うに命 じ られ ま した 。」 「イ エ ス さ まが いわ

れ た よ う に よみ が え られ ま した 。」

「イ エ ス さ まは 生 きて い ら っ しゃ るんだ 。 ぼ くは け さ お き

た と きそ の こ とが わ か った ん だ 。 も うだ れ も二 度 とぼ くか ら

イ エ ス さ まを 連 れ 去 る こ とは で きな い ん だ」 とマル コ は ひ と

り ご とを い い ま した。
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想 像 す
昨晩のこと，重病の妹を病院に見舞

うために車を走 らせなが ら，私は心の

中でこの記事を準備するように頼まれ

ていたことが気になっていた。期日は

とうに来ていたのである。

私が病院で経験 したことは，心を謙

遜にさせる霊的なものであった。そし

てぜひこの経験を皆さんに話 したいと

思 った。部屋に入った私は，すば らし

い家族たちが，妻であり母である重病

の妹を囲んで家庭の夕べを開いている

光景を目にした。外国伝道か ら帰った

ばかりの立派に成長 した息子が自分の

伝道について語 り，病室の壁にスライ

ドを写 しているところであった。私 も

早速その家庭の夕べに加えてもらうこ

とになったのである。

我が家へ着 くと，私が病院へ行 って

いる間待っていた家族たちは，家庭の

夕べを開 こうと集まっていた。私たち

は共に語 り，歌い，聖句を読んだ。そ

れか らあることのために断食 していた

私たちは，主の助けを必死に求めてい

る愛する者の上 に主の祝福があるよう

家族の信仰を合わせて共にひざまずい

て祈った。

私が皆さんに確信をもって話 したい

と思ってきたことは，結婚 とそれに至

る交際について，また結婚に不可欠な

人格と資質，そ して神 と私たちが目指

す結婚にあるべき愛についてである。
も

病室での経験，我が家の家庭の夕べ，

これらは以上私が話 したいと思ってい

欝 ・

τ鐙 ・

劉欝 講
癬濃瀞．喧

る 以 上 に

た問題に大いに関連 あるので，この ２

つのテーマとその関係について私の証

を述べたいと思う。証を述べるに当た

りこの記事を読んでいる皆 さんに，病

院と家庭の夕べが私たちの愛 とどのよ

うな関係を有 し，また （もしすでに結

婚 しているのであれば）私たちの結婚

といかなるつながりがあるのか理解 し

ていただけたであろうか。少 し説明を

させていただきたい。

若人が結婚に至 る愛について考え始

める時，あるいはその愛を 経 験 す る

時，彼 らは将来の自分の家庭および家

族について考える。それもある程度深

く考える必要があ・るδ結婚はある意味

で家庭，そ して家族を意味す るもので

ある。よい結婚 とはよい家庭，そして

幸福な家族を言 う。

私が執拗 とも思えるほどに皆さんに

伝えようとしていることは，そのよう

な結婚は極めて大切なことであり （こ

れ以上重大な決定は思いつかないであ

ろう），また偶然に起 こるものではない

ということである。すなわちこのよう

な結婚は，心か ら幸福な結婚を願い，

よい結婚をするための道を喜んで学ぼ

うとする２人，またその能力を有 し，

努力する成熟 した２人によって もたら

されるのである。ご承知のように，結

婚は成人にとって １つの冒険とも言え

るものである。すでに冒険にさしかか

っている人は，まだ進歩する余地が残

っている。 これ らの人４，またすべて

ゆ

諸墨

簿
十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン クス長 老

真 の 結 婚 に よ る幸 福 を望 む人 々 は， 自

分 た ちの 夢 を 実現 す るた め に も， そ こ

に あ る原 則 を学 び応 用 しな けれ ば な ら

な い 。

も ちろ ん結 婚 に は， 違 っ た世 界 に育

った ２人， あ るい は 隣 り同志 の ２人 を

互 い に 引 きつ け る 「何 物 」 か が あ る。

．この 「魅 力 」 は愛 に と っ て非 常 に大 切

な 要素 甘 美 で神 聖 な要 素 で は あ る

が ，決 して愛 のす べ てを 表 わ す もので

は な い。 そ れ は尊 敬 ， 誠 実 ， 思 いや り

感 受性 ， 責 任 ， 円熟 と い う庭 に育 て ら

れ るべ きか よ わ い美 しい花 で あ る。 こ

れ らの性 質 は友 情 とい う強 い きず な に

よ って は ぐ くまれ る必 要 が あ る。

友 情 ， それ は 自 己中 心 的 な 態 度 を や め

させ， 結 婚 と い う結 びつ き に おけ る ２

人 の 関心 事 に 目 を向 け させ る もの で あ

り， ２人 に と っ て極 めて 大切 な もの で

あ る。 これ な く して ， 互 いの 幸福 は あ

り得 な い。

ダ ニ エル ・ウ ェ ブ ス タ ー１は ， 自由

と一 致 は結 婚 に即 応 す る政治 の理 想 で

あ る と語 っ た。 ２入 の 立 派 な若 人 が互

い に愛 を 感 じ， 結 婚 ， 家 庭， そ して家

族 に あ こが れ る よ う にな る。 ２人 の交

際 は これ らの 神 聖 な 祝福 に ふ さわ しい

友 情 と愛 情 に満 ちて い る。 彼 らは さ ら

に 自由 と一 致 に つ い て考 え る必 要 が あ

る。 ア ブ ラハ ム ・リン カ ー ンは， この

２つの 言 葉 の組 合 わ せ を 国家 と結 び つ

けて 理 解 して い た 。 す な わ ち， 一 致 が

守 られ 強 め られ な い 限 り真 の 自由 は あ
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協

り得 な い と考 えて い た 。

結 婚 につ いて も同 様 で あ る。 イ プ セ

ン２の劇 「人形 の家 」 の中 に， 結婚 とい

う結 び つ き に お け る 自由 の根 底 と もい

うべ き ものを 表 わ す 夫 と妻 の や り と り

が あ る。 妻 に向 か い 夫 が 次 の よ う に言

い渡 す 。 「何 を さ しおい て も，君 は妻

で あ り母 な のだ 。」 す る と 妻 は こ う答

え る。 「私 は， す べ て の前 に人 間 で あ

ると思 って ます わ 。」

結 婚 は互 い に相 手 が 生 活 し， 進 歩 で

き る よ う， 楽 しい思 いや りの あ る雰 囲

気 を作 り出す 責 任 を 有 す る 間 柄 で あ

る。

結 婚 は， 無 益 な ものを 払 って役 に立

つ もの を取 り出 し て く れ る友 情 で あ

る。 そ れ は相 手 が 自分 に と って 無 二 の

存 在 で あ り， 愛 し， 個 性 を 尊 重 し， 守

り，耳 を傾 け る対 象 で あ る と言 わ しめ

る もの で あ る。

結 婚 とは， つ ね に よ い ものを 求 め ，

「恋 して い る状 態 」 か ら
， す べ て にお

い て愛 し， 創 造 し， 支 え る状 態 に まで

成 長 す る愛 で あ る。

そ して結 婚 は， 神 が 定 めた も う通 り

に結 ばれ た神 の子 供 で あ る ２人 ， つ ね

に神 の恵 み を求 めて 強 め られ ， どの よ

うな境 遇 に あ ろ うと も神 と互 い と に交

わ した聖 な る約 束 を 尊 ぶ ２人 を 合 わ せ

る儀 式 で あ る。

病 室 で の 出来 事 ， そ し て 悲 哀 ， 苦

痛 ， ：喜 び は， い く分 か 結 婚 の 全貌 を物

語 る もので あ る。 愛 ， 家 庭 ， 家族 とい

う大 きな 図 につ いて 考 え て い た だ きた

い。 こ の ３つ に対 して備 え を な そ う。

忍耐強 く相手に耳を貸 し，惜 しげなく

与え，寛大に許す愛を求め，身につけ

ようではないか。 「汝愛に満たされる

よう，汝の激 しき心を抑えよ」 という

言葉の意味を知ろう。真の愛は人の全

人格，全生涯，そ して将来を心にかけ

る。ある偉人の語 ったごとく，人生で

最 も大切な宝は 「我々の家庭の炉辺に

ある」ことを信じよう。そ して今ひと

りの偉人が教えたごとく， 「家庭，家

族，そして愛の中に，個人の生活，家

庭生活，ひいては社会生活を全 うす る

霊的な根源がある。この根源 こそは混

乱 したこの世の中を救い，永遠の平和

をもたらすものである」と信 じようで

はないか。

そのような愛のある結婚，家庭，家

族のために備え，そ してそれらを築 こ

う。

妻であり母であること以上に大切な

ことはないが，愛する夫からまず人間

として認められ，扱われないとしたら

その女性は妻でも母でもあり得ないの

である。もし結婚に幸福が存在すると

いうのであれば，互いに伴侶の人格，

個性，唯一の存在を認め，大切に守 っ

ていかなければならない。しかしこの

自由は，一致すなわち結婚 という結び

つきを築 くうえでの大切な約束 として

受けとるべきであって，利己心や自己

満足の気持を優先 してはならない。あ

る人いわ く，結婚における伴侶はルー

ト３の弦のようなものであると。 すな

わち違 った材質で作 られ，張 り方，音

の高さも異なるが，共に調和 した音を

作 り出すのである。幸福な結婚とよい

家庭をもたらす愛は， この人生で最 も

身辺で親 しい関係において伴侶を完全

に信頼できる人と認め，同時に互いに

独 自のやり方で相手をいつくしみ，守

り，感謝する意味で権利や必要を大切

にする。

そ してあなたにとって結婚がはるか

に先のことであろうと，身近かなこと

であろうと，あるいはすでに契 りを交

わ した状態であろうとも，賢明にそ し

て注意深 く選び，備え，祈 りをしていた

だきたい。なぜなら結婚は入生で交わ

す最 も個人的でしかも完全な約束だか

らである。恋は結婚をもたらし，結婚

は家庭すなわち家族を意味する。私た

ちにとって結婚は永遠の誓約であり，

永久に私たちを結びつける約束を含ん

でいる。そ して神殿結婚は，単に神殿

での経験，聖なる儀式，施 した権威を

物語 るものではない。そこには私たち

の結婚に対す る心がまえ，準備，神殿

に入 るにふさわしい資格，そこで学び

成長する能力 も含んでいるのである。

これにはよ く心に思い計 り，祈った

末での準備 と選びが要求される。

結婚は特権のみならず大いなる責任

をも互いに引き受ける二者の関係で あ

る。

１． ダ ニ エ ル ・ウ ェ ブス ター （１７８２－ １８５２），

ア メ リカ の政 治 家 ， 演 説 家 。

２． ヘ ン リ ック ・イ プ セ ン （１８２８－ １９０６），

ノ ル ウ ェー の 劇 作 家 ， 詩 人 。

３． １４－ １７世 紀 ごろ ま で 用 い られ た ギ ター

に似 た 弦 楽 器 。

●

■
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質 疑 応 答

騨 ．．」

鶏輯騨

雛

灘
・羅難

、響 欝饗

「神殿結婚が永遠のものとなるには，約束 の

聖きみたまによって結び固め られなければな

らないというのは本当でし ょうか。だれが結

び固めるのですか。」

解 答 者

ソル トレー ク神 殿 長

０ ・レス リー ・ス トー ン

神殿において執 り行なわれる今 も永世にもわたる

結婚はすべて，ふさわしくあれば約束の聖きみたま

によって結び固められる。 このみたまによる結び固

めは結婚 に限られるものではなく，神権によって施

されるすべてｏ～儀式についてもあて はまる。

神殿での結婚は，教会の予言者あるいは大管長，

またはこの権能を授ける鍵を与えられている人か ら

答えは教会 の教義 を宣言す るものではな く，助け と

正 しい判断を与えるため のもので ある。

結び固めの権能を受けた者によってのみ執行され得

る。教会幹部以外に，この結び固めの権能は結び固

める人がいる特別な神殿に限られている。

約束の聖きみたまとは何であろうか。すなわちそ

れは，上記の方法により権能を有する者が執行 した

結び固めはすべて，祝福を受ける者の忠実さによっ

てのみ，神の 「承認の しるし」と約束を受けるとい

うことである。
「ごらん，神がお前たちに要求なさるのは，お前

たちが神の命令に従うことだけである。」（モーサヤ

２：２２）
「汝 らわが言 うところを行わば，主なるわれこれ

に対 して責任あり。されど，汝らわが言 うところを

行わずば汝 ら何 ら約束を受けず。」（教義 と聖約８２：

１０）

「すべてわれによりて祝福を受けんと願 う者は，

その祝福を与うるために定められたる律法 と条件を

創世の前より定め られたるままに守らざ るべ か ら

ず。」（教義と聖約１３２：５）

ジョセブ ・フィールデ ィング ・スミス大管長は次

のように記 している。

「「約束の聖きみたまによる結び固め」 という表現

たついて説明を しよう。これは今も永世にもわたる

結婚のみに関することではな く，福音のすべての儀

式 と祝福に関することである。教会に入 る時のバプ

テスマはこのみたまによって結び固められる。今 も

永世にもわたる結婚と同 じように，確認，聖任，そ

の他あらゆる儀式 も同様である。

この言葉の意味は次の通りである。すなわち，人

が福音の誓約と祝福によって受けるすべての誓約，

契約，盟約，義務，誓い，成就は約束を伴う聖きみ

たまによって結び固められる。約束とは，祝福を求

める者が終 りまで心か ら忠実であればその祝福を得

られるということである。 もし忠実でなければ，聖

きみたまは祝福を取 り上げ，約束はそこで終わりを

告げる。」（「救いの教義」第 ２巻 Ｐ．９４）

主はつねに約束を守 られる。そしてすべての結び

固めは，私たちが自分の本分を果たし，主との誓約

を守るならば祝福を受けるであろう。またさもな く

ば祝福を受けることはないであろうという主の約束

を伴っている。
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１７６

「女性は結婚の予定がない ことに対 して心配

すべきでしょうか。」

解 答 者

扶 助 協 会 中 央 管 理 会 員

アル バ ー タ ・Ｈ ・ク リス チ ャ ンセ ン

必要ありません。心配は問題を解決するものでは

な く，ま してや楽 しいことで もありません。

結婚および母となることは神の定めた もうことで

あり，また家族が永遠に続 くことを知っている末日

聖徒の女性が，この世における幸福な結婚に対 して

希望 とあこがれを抱 くのは当然なことです。そして

絶えずこの希望とあこがれを抱き続ける必要があり

ます。 しか しなが ら，結婚年令には国柄，文化，ひ

いては家庭によってかなりの違いがあることを心に

留めなければな りません。ですからすべてにあては

まる，明確な結婚適齢期などあろう筈が あ りませ

ん。

たとえばアメリカの社会では，十代の後半で結婚

し，賢明で幸福な結婚の伴侶になるまで成熟 し切れ

ない人々が数多 くいます。その反面，晩婚によって

大きな幸せを得，永遠に価値ある結婚生活を送るで

あろうと思われる人々もたくさんいます。結婚式が

幸福や人の実績を保証するものではありません。離

婚の裁判記録がこのことを証明 しています。

すべての女性は，幸福で価値ある人となるための

備えとして建設的な活動にいつ も参加す る こ と で

す。 これは，福音の教えと理想に一致 した生活をす

ることから生 じるものです。そ してできたら，ホー

ム・メーキングの技術 も含めた特殊な職業訓練を受

けることも必要です。また新 しい友だちを作 ったり

も

ふ さ わ し く望 ま しい男 性 と知 り合 え る よ うな 活動 に

参 加す る こ と も大 切 で す 。

真 に幸 福 な女 性 と は， 人 生 を 人 間 性 を 高 め る経 験

の場 と考 え， 無 私 の 心 で 人 に 奉 仕 す る喜 び を知 って

い る人 の こ とで す 。

独 身 の女 性 はい た ず ら に年令 を気 に す るの で は な

く， 自分 の 人 生 が どの よ うで あ るか に大 い に 関心 を

寄 せ るべ きで す 。

教 会 の指 導 者 は 次 の よ うな勧 告 を与 え て い ます 。

「… … 独 身 の 良 き姉 妹 た ちよ
， 祝 福 が あ な た た ち

か ら遠 ざ け られ て い るの で は な いか と恐 れ て はな ら

な い 。あ な たが た は非 難 を 受 け る こ とを恐 れ て，気 の

す す ま な い結 婚 の 申 し込 み を受 け る必 要 はな い し，

そ ん な こ とは しい られ て い な い。 も し心 の中 で ， 福

音 が真 実 で あ る と感 じ， 主 の神 殿 に お いて ， ふ さわ

しい 条件 の も とで これ らの儀 式 と結 び固 めの 祝 福 を

受 け よ う と思 うな ら， ま た そ の思 い は あな た が た の

信 仰 ，希 望 ， 願 い で あ っ て今 は まだ 実 現 して いな い

こ とを知 って い るの な ら， 主 は それ を 報 いた まい ，

あ な た が た は祝 福 され るで あ ろ う。 な ぜ な ら祝福 は

遠 ざ け られ るこ と はな いか らで あ る 。… … …」 （ジ ョ

セ フ ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミス， 「予 言 者 エ ラ イ

ジヤ と そ の使 命 」， Ｐ．５１）

「ま た結 婚 の 申 し込 み に応 じて い な い若 き姉 妹 た

ち よ， あ な た た ち は年 を 取 りつ つ あ るが ， も し主 の

宮 居 へ行 くにふ さわ しい者 とな るた め に 備 え を な

し， こ の神 聖 な原 則 に信 仰 を持 つ な らば， た とえ結

婚 の恵 み が まだ あな た た ちの もの とな らな くて も，

主 はふ さわ しい時 にあ な た た ちを報 い た ま い， あ な

たた ち に許 され な い祝 福 は な い。 祝 福 を逃 が す こ と

を恐 れ て ， あな た た ちに ふ さわ し くな い人 の結 婚 の

申 し込 み を 受 け る よ うに は しい られ て い な い ので あ

る 。」 （ハ ロル ド ・Ｂ ・リー，「若 人 と教 会 」 Ｐ．１３２）

「救い とは」

解 答 者

七 十 人 最 高 評 議 員 会 会 員 「

ブル ー ス ・Ｒ ・マ ッコ ンキ ー

救いは昇栄である。それはすべての問題のまとめ

である。

救いとは永遠の生命である。そ して家族が存続 し

得る唯一の場である日の光栄の最高の位を受け継 ぐ

ことを言 う。神の王国において栄ある昇栄を受け，

家族が永遠に続 くことである。また御父の栄光が満

「

嗣

「



ち， 永 久 に子 孫 が 続 く ことで あ る。 （教 義 と聖 約 １３２

：１９参 照 ） 神 の如 くな る者 の た め に取 って お かれ た

位 で あ って， それ よ り低 くあ るい は 小 さい位 で は決

して な い。 す な わ ち神 とな る こ とで あ る。

私の知る限 りでは，救いを天父と御子のみ許にお

ける完全なる永遠の栄よりも低いものに定義 してい

る個所は，数多 くある啓示の中でたった ３つ しかな

い，これ らの啓示とその結果限られた意味で使われ

るようになった言葉は，私たちが救いの全計画を総

合的に判断するために与え られたものである。それ

以外の聖句はすべて，救いを永遠の生命あるいは昇

栄と同意語として使い，真心か ら神を愛 し，神に仕

える者に約束された大いなる報いを示 している。

救いは永遠の生命を意味するが，次のような特別

な使い方がある。

１．無条件あるいは万人の救い

この救いは不死不滅である。すなわち復活 してい

ずれかの光栄の王国に行 くことを言 う。それは死，

地獄，悪魔 そして果て しない苦 しみから救われ る

ことであり，滅びの子を除 くすべての人々にもたら

されるものである。

２．条件付きあるいは個人の救い

時 としてこれは，福音の律法 と儀式を守る者に取

っておかれる日の光栄の王国での救いを意味するこ

とがある。 しか しなが ら完全な意味では，日の光栄

の最高の位で昇栄を得る者に限られる救いである。

３．恵みのみによる救い

これは無条件あるいは万人の救いと同 じで あ る

が，この言葉が意味するところは， この救いが神の

恵みによってもた らされ，福音に従 うことは命 じら

れていないことである。すなわち，神の愛，慈悲，

恩 寵 を 通 して 得 られ る救 い で あ る。

４， 恵 み と従順 に よ る救 い

す べ て の 人 は 神 の恵 み に よ り不 死 不滅 の体 に復 活

す る。 また 神 を 信 じて 律 法 を 守 る者 は復 活 して永 遠

の生 命 を 受 け る。

５． 日の 光 栄 ， 月 の 光 栄 ， 星 の光 栄 の救 い

これ らの 救 い は ， そ れ ぞ れ の 栄 の 王 国 で の受 け継

ぎを 示 す 。

しか しな が ら聖 典 で 救 い に つ い て述 べ て い る時 ，

ほ とん ど例 外 な くそ れ らは 完全 な救 い， す な わ ち永

遠 の生 命 ま た は 昇 栄 を 意 味 して い る。 そ して これ ら

の言 葉 は全 く完 全 に 同 意語 で あ る。

永 遠 の生 命 とは ， 神 が 今生 きた も うて い る生 命 の

名 で あ る。 そ して 啓 示 は述 べ て い る。

「永 遠 の生 命 を … … 神 の あ らゆ る賜 の 中最 大 な る も

のな り」 （教 義 と聖 約 １４：７） ま た 「救 い の賜 に勝

る賜 は あ らざれ ば な り」 （教 義 と聖 約 ６ ：１３） と。

な ぜ な ら， 神 と神 が生 きた も う生 命 よ り大 い な る も

の はな いか らで あ る。

昇 栄 とは 日の 光 栄 の 最 高 の位 を 受 け継 ぐ こ とで あ

り， そ こで は家 族 が 存 続 す る。 ま た そ の位 を得 る者

は御 父 の完 全 な る栄 を 受 け ，．永 久 に そ の 子 孫 が 続

く。 （教 義 と聖 約 １３２：１９－２４参 照）

ジ ョセ ブ ・ス ミス は次 の よ うに 救 い を 定義 した。

「救 い は
， エ ホバ が 持 ちた も う栄 光 ，権 威 ， ：尊厳 ，

権 能 ， 統 治 権 以 外 の 何 もの に も存 在 しな い。 そ して

こ の救 いは ， エ ホバ とエ ホバ に似 る者 以外 得 る こ と

はで きな い 。」

救 い の性 質 に つ い て ，予 言 者 は キ リス トの「如 く」

な る こ とで あ る と教 え て い る。 「キ リス トは御 父 に

似 る者 で あ り， す べ て 救 わ れ た者 の 偉大 な るひ な型

で あ る。 そ して 御 父 と御子 の 如 くな る入 々 は すべ て

救 われ ， 似 な い 者 は滅 ぼ され る。 この要 が救 い の扉

を 開 け るの で あ る 。」 （「信 仰 に 関す る 講 義 」 参 照 ，

Ｐ。６３－ ６７）

ジ ョセ ブ ・ス ミスの この教 え は ， モ ル モ ン経 の 中

で 復 活 され た 主 が 救 わ れ た者 に つ い て述 べ て お られ

る次 の 宣 言 と同 じ考 え で あ る。 「… 汝 らは わ れ と同

じ者 にな るべ し。 わ れ は 御 父 と同 じ者 な り。 わ れ と

御 父 と は一 つ の 神 会 を 成 す 。」（皿ニ ー フ ァイ２８：１０）

この よ う に， 完 全 で 正確 な真 の言 葉 の意 味 に お い

て ， 救 い と永 遠 の 生 命 と昇 栄 とは 一 つ で あ る。 す な

わ ち神 の み 許 へ 行 くこ とで あ り，神 に似 る者 と な る

こ とで あ る。
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主 の 宮 居 に て

次のものは大管長会及び十二使徒評議員会の管理のもとに作 られたフィ

ル ム・ス トリップか ら取った ものです。これは 「今 も永世にも」という映

画の続編です。 このフィルムの中で，末 日聖徒の若い女の子，ジャンは婚

約中の彼と結婚 しないことに決めま した。それは彼が神殿結婚ではな く市

民結婚に決めたか らです。

今度のこのフィルム ・ス トリップでジャンは別な若い青年と神殿結婚の

準備を しています。彼女は，婚約者 と監督 との会話を通 して，主の定めた

もうた結婚を選んだ結果得 られる祝福のいくつかについて学びました。

（著作権 末 日聖徒イエス ・キリス ト教会大管長会，製作

ブリガム ・ヤング大学映画部）

１． お め で と う， ブ ル ー ス。 私

は君 とジ ャ ンの こと で と て も う

れ しい よ。

２． ジ ャ ン， ブ ル ー ス，私 は君

た ちそ れ ぞ れ と面 接 し，君 た ち

が 神 殿 へ 入 る資格 が あ る こ とが

わ か りま した 。私 は君 た ち が子

供 の 時 か ら知 って い る が， こ の

よ うに結 婚 で き るほ ど に成 長 し

た の は， ま るで突 然 の こ と の よ

うだ ね。

３．結婚するという決心は確か

にこの生涯で最も大切な決心で

す。君たちは結婚の準備で忙 し

いで しょう。 しか し物質的な準

備も大切だが，永遠の結婚のた

めの霊的な準備ほど大切ではあ

りません。

１７８
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４． 君 た ち は ２人 と も特 別 な人

な ので す 。 前 世 の 行 な い に よ っ

て 君 た ち は恵 まれ て この 神 権 時

代 に生 まれ ， 福 音 を 受 け る こ と

が で き るの です 。 今 君 た ちは私

た ちが 初 め て救 い の計 画 を 受 け

入 れ， 天 父 とと もに家 族 と同 じ

よ うな家 庭 環 境 の も とに生 まれ

た の で す 。

５．君 た ち ２人 は よ い家 族 の中

で結 婚 で き るの で幸 せ で す 。 こ

の こ とが大 切 な の です 。 なぜ か

とい う と， 君 た ち は家 族 が 福 音

の 計画 の基 本単 位 で あ る こと を

知 って い るか らで す。 完 全 な 教

会 は ， この世 に お い て も次 の 世

に お い て も利益 と向上 を もた ら

す た め に， 家族 に 中心 を お い て

い ます 。

６。 教 会 の ほ とん どの儀 式 は権ｉ

能 を 持 って い る人 に よ って， ど

こで も行 な うこ とが で きま す 。

しか しあ る儀 式 は 非 常 に 神聖 な

の で神 殿 で しか 行 な わ れ ま せ

ん。

７． 神 殿 の結 び 固 め の部 屋 で行

な われ る結 婚 は， バ プ テ ス マ と

同様 に救 い の儀 式 で す 。

８． バ プ テ ス マが どれ ほ ど 大切

か， 君 た ち は知 って い ます ね 。

私 た ち は救 い の儀 式 を受 けな け

れ ば な らな い とい う ことを ， 救

い主 が模 範 と教 え を通 して 私 た

ち に教 え て下 さ い ま した。一

善 行 だ け で は十 分 で は な い ので

す 。

９． 君 た ちは神 殿 に 入 り， 教 え

を 受 け， 永 遠 の旅 路 に つ い て大

切 な 義 務を 学 ぶ で しょ う。



１０． まず ， この 世 の 創造 に つ い

て学 び ます 。

１１． そ して ， エ デ ンの 園 に お か

れ た 最初 の両 親 に つ い て も学 び

ます 。

１２， どの よ うに して サ タ ンが ア

ダ ム と・ｆヴを誘 惑 した か。

１３．彼 らは どの よ うに して罪 を

犯 し， 園 と神 の み も とか ら追 い

出 され， す べ て の点 で反 対 の こ

の世 に来 た か を学 び ます 。

１４． ア ダ ム とイ ヴ は こ こで 人 生

の不 安 だ け で な く喜 び も知 りま

した。

１５． ア ダ ムと イ ヴ は エ デ ン の園

か ら追 い 出 され て ， 私 た ちが 今

住 ん で い る世 界 に お か れ ま し

た。

１６，そして福音を教え られ，神

に従 うという誓約を 結 び ま し

た。それは君たちが神殿で結ぶ

誓約 と同 じものです。私たちが

これ らの誓約をどれほどよく守

るかによって， この地球を離れ

た後に行 く場所が決 ま る の で

す。

１７． 君 た ち ２人 は ， 永遠 の世 界

には ４つ の 主 な 区 分 け が あ り，

その う ちの ３つ は栄 の王 国 で あ

る と教 え られ て きま した。

君 た ちは この世 で の行 な い に よ

って ， この う ちの １つ を受 け継

ぎま す 。

１８０
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１８．福音の目的と神殿結婚の目

的は私たちを一緒に住まわせる

だけでなく，私たちに天父の最

高の報い，すなわち日の栄の王

国の昇栄の資格を与えることで

す。 この王国は日の栄の部屋に

象徴されています。

１９． 日の栄の王国の昇栄は大切

なものです。なせな らその状態

てのみ，私たちはこの世て築い

た家族関係を享受て き るの て

す。昇栄は福音か私たちに備え

てくれる永遠の旅路の一部なの

です。

２０ 神殿ての結婚はお互いと天

父との誓約です。なせならは君

たちは夫婦として，お互いにす

っと誠実でいると同様に，天父

に対 して も誠実でいるという約

束をするのです。

２１．君たちは神殿て聖壇にひさ

ますき，聖なる神権の権能によ

り結び固められます。

そしてこの結婚は死を越えて続

く永遠の結合になるのです。

２２． この権 能 は永 遠 に続 く幸福

な結 合 の うち に妻 を 夫 に，子 を

両 親 に結 び ます 。

そ して この計 画 のす は ら しさ

は， 一 緒 に い る ことを 別 に して

も ２人 の愛 か 深 ま り続 け， か つ

て夢 見 た以 上 に そ の愛 が 美 し く

な る こ とに あ ります 。

・ 欝 蓼絢 、

。曳 ．

・、

撚 轡 贈

襲縫

難
ギ

〆ゾ耀 烹

騨
鍵

轍 講 ．
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２３．主 は私 た ちに， 教 義 と聖 約

１３２章 の 中で ， 私 た ちか 日 の栄

の 結 婚 を しな け れ は， 日の栄 の

王 国 の最 高 の位 に至 る こ とは で

きな い と言 って お られ ます 。

主 は ま た神 殿 外 て結 婚 す る人 々

に起 こ る こ とに つ い て， は っ き １轟

り言 って お られ ます 。

２４． 「この故 に， あ る男 も し こ

の世 に 於 て妻 を め とる に， わ れ

に 由 らず ま た わ が言 に よ らす し

て め と り， ま た そ の男 この世 に

あ る限 りそ の妻 と誓 い， 妻 また

そ の男 と誓 うに， この誓 も婚 姻

も彼 ら死 に て この世 の外 に去 る

時 は効 力 あ る こと な し。 この 故

に こ の二 人 こ の世 の 外 に去 る時

は如 何 な る律 法 もこれ を 結 ふ こ

とな し。」

２５． 「この故 に，彼 らこの 世 の 外

に去 る時 は， め と り嫁 きす る こ

とな く して 彼 らは天 に於 て 天 使

に任 命 せ らる。 而 して これ らの

天 使 は， 彼 らよ り も遙 に高 き光

栄 に適 しき， また優 れ た る 光

栄 ， 永 久 の 効 あ る光 栄 に 適 しき

者 に奉 仕 す べ き奉 仕 の 僕 な り 。」

２６． 君 た ちが 共 に成 長 す る よ う

に人生 の よい もの を求 め て下 さ

い。 また ， 天 父 の子 にふ さわ し

く， お 互 い に親 切 と：尊敬 の 念 を

もって 下 さい 。 そ うす れ は ２人

の 愛 は ます ます 深 ま る て しょ

う。 この永 遠 の 結 合 は 日の栄 の

王 国 に お け る昇 栄 の 大切 な準 備

と な る もの で す 。
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彼 らの

語 る こと

スペ ンサー・Ｊ・コンデ ィー

博士

ブ リガムヤ ング大学社会学 准

教授

理想郷を追い求める人

動物心理学 の分野 における

最 もお も し ろ い実験の １つ

は， チンパ ンジーを使 っての

実験で した。 １房 のバナナを

置いた部屋にチ ンパ ンジーを

入れてお き，食欲が次第に増

しよだれをた らし始めた時に

バ ナナの上 か ら箱をかぶせ て

チ ンパ ンジーを少 しの間 とな

りの部屋に連 れて い き ま し

た。

チンパ ンジーのいない問に

実験者た ちはバナ ナのかわ り

に レタスを １個置 き， もう一

度その箱をかぶせま した。 チ

ンパ ンジーは部屋に戻 される

と喜びい さんで箱の ところに

行 き，指では じくよ うに して

その箱を取 りのけま した。 そ

こには期待 していたバナナは

な くレタスが置いてあるのを

見て，チ ンパ ンジーは驚 きう

ろたえた ようで した。期 待が

はずれてひ どく腹 を立てたチ

ンパ ンジーは気味の悪 い鳴き

声をたてて レタスをひ きちぎ

り，足で踏みつぶ し，ま った

く食べ られない ものに して し

睾｝騨
嫌
．雛

網 隔

１窪１

尋楓 ・炉 イ 一一一鐙 轟 繭 騰 調 、・『「 「・「

ま ったのです 。１

おもしろい ことには，その

レタスがバ ナナの次に チンパ

ンジーの大好物で あるとい う

ことです。事実， この ２つの

もの を目の前に出 された ら，

普通の チンパ ンジーな らバナ

ナか レタスか と迷 うところで

す。 この チンパ ンジーが レタ

スを拒んだ理 由は，ただ その

チ ンパ ンジーの心がすでにバ

ナナに対 して受 け入れ る準備

がで きて しまって いた という

ことです。

多 くの入 々は この チンパ ン

ジー と似て います。彼 らは 自

分 たちの住 んで いるすば らし

い世界 を，望む ような完全な

世界で はないとい う理 由で拒

む のです。 つま り彼 らは 「理

想」 の世界 に しか 目を向 けよ

うとしな いのです。

１． ジ ョン ・レビー とルー ズ

・マ ンロー 「幸福な家族」

ケ イ ・リン ・ボ ー

不慮 の死を とげ る

数 カ月前 の，ユ タ州ホ ラデ ー

サウスステーキ部大会での話

最近私 は，伝道 を終えてユ

タ大学 に戻 って来 たばか りの

１人 の青年 と会 いま した。あ

る 日の こと，彼 は私 に伝道の

召 しを受 けた時の経験 を話 し

て くれま した。

ランデ ィー とい う名の その

青年 は ドイツ伝道部 に召 され

たのです。彼 は ドイツ語 を学

ぶ最 良の方法 はモルモ ン経 を

ドイ癌語で読む ことだ と考え

て， ドイ ッ語 の辞書 とモルモ

ン経 を買 い，ニー フ ァイ第 １

書 か ら読 みは じめま した。

彼 は前 に一度 も ドイツ語 を

目に した ことが な か っ た た

め， しば らくの 間は苦労 し，

辞書 と首 っ引きの状態が続 き

ま した。 しか しかな り進む に

つれて言葉 に も次第 に慣れ ，

モルモ ン言 の ところにきた時

は，さほど辞書 を引か な くて

もよ くな りま した。 しか し突

然彼 はま った くもとに戻 って

しま ったので す。 ドイ ツ語 を

少 しも理解で きな くな って し

ま ったのです。 それ は著者が

変わ ったか らで した。 その著

者 は，ニー ファイが使 って い

たの とは違 う単語 を用 いて書

いていたので す。

ランデ ィー は，モルモ ン経

を読 んでいて著者が変 わるご

とに同 じよ うな経験 を した と

話 して くれま した。彼 は この

ことを通 して，確 かにモルモ

ン経は ジョセ ブ ・ス ミスが書

いた ものではな く，何人 かの

著者 が書 いた ものを天 父のみ

力によ り彼 が翻訳 した もので

あ るとい うことがは っきりと

わか り，証が強 め られた と語

って くれま した。

ライ ラ ・チ ャ ドウイ ック

ァイダホ州ツ イン ・フォール

ズおよび，ツ イン ・フォール

ズ 。ウエス トス テーキ部 セ ミ

ナ リーの卒業 式での話。

「さて， この子羊に就 きて

為 された る様 々の証 の挙句，

われ らの為す最後の証はすな

わ ち ｒ主は実 に生 きた もう」

こと是な り。われ らは，彼 が

すなわ ち神の右 に座 した もう

を見た り。また，御 父の生 み

た もう独子な りと証 した もう

声を聞 けり。」 （教義 と聖約７６

：２２－２３）

これ は， ジ ョセブ ・ス ミス

とシ ドニー ・リグ ドンが世の

人 々に述べた証です。彼 らと

同 じよ うに，確か にイエスは

私た ちの生け る救い主であ る

と知 ることがで きたな ら，何

とすば らしい祝福ではないで

しょうか。確か にそれがで き

るめです。 しか し，彼 らの よ

うにだれ もが イエスが生 きて

おられ るのを 目のあた りに見

ることはで きません。私た ち

は目に見えない風を感 じる時

と同 じように，すなわち感 じ

（フィー リング） に よって，

イエスが生 きてお られ ること

を感 じ， その知識を得なけれ

ばな らないのです。

イエスが生 きてお られ ると

いう証 は私た ちが持つ ことの

で きる最 もすば らしい賜物で

す。 また その ような証を得 る

ことが私た ちの主な責任であ

り，最 も大切な義 務 な の で

す。なぜな ら，私た ちは その

証を通 してのみ，神権，バ プ

テスマ，聖霊の賜， エンダウ

メン トそして永遠の結婚な ど

の祝福 を受 け られ る か ら で

す。

キ リス トが生 きて おられ る

とい う証 は，人が持つ ことの

で きる最 もすば らしい財産で

す。

私 には証を得たい と望んで

いる友人が います。彼は ジ ョ

セブ ・ス ミスや シ ドニー ・リ

グ ドンのよ うに，前 向きで確

かな証 を持 ちたい と望んで い

ます。彼 は救 い主が生 きて お

られ る ことを知 りた いと思 っ

て いるのですが，実際ぽ まち

が った方 向に証を求めてい る

のです。 ある日彼 はこ う言 い

ま した。 「イエスが生 きて い

ることを科学的 に証 明して く

れれ ば，ぼ くは君の教会 に入

ろ う。」 このよ うに物事 を科

学的 に証 明 しよ うとす るの は

麦 の量 を もの さしで計 るよ ケ

な もので，本来 のあるべ き姿

ではないのです。
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愛 の 力

七十人最 高評議員会会員

ミル トン ・Ｒ ・ハ ン タ ー

愛 す る兄 弟 姉 妹 の 皆 さん ， き ょう私 は神 の み た ま に導 かれ

て この話 が で き る よ うに と願 って い る。

悪 魔 は人 類 の間 に不 和 と罪 ， 悲 しみ を もた らそ う と全 力 を

ふ り しほ っ て い る。 しか しこれ らの 不 幸 は ，人 々 か イ エ ス ・

キ リス トの福 音 の根 本 とな る原 則 す な わ ち愛 を 実 践 す る程 度

に応 じて避 け る ことが て き る。

あ る時 ひ と りの律 法 学 者 か イ エ スを た め そ うと して 質 問 し

た 。「「先 生 ， 律 法 の 中て ， ど のい ま しめか い ちは ん 大切 な の

で す か」。 イ エ ス は言 わ れ た ， 『心 を つ く し，精 神 を つ くし，

思 い を つ くして ，主 な るあな た の神 を 愛 せ よ』。 これ か い ち

は ん 大 切 な ，第 一 の い ま しめ て あ る。 第 二 も これ と同様 て あ

る。 「自分 を 愛 す る よ う に あな た の 隣 り人 を愛 せ よ」。 これ ら

の 二 つ の い ま しめ に， 律 法 全 体 と預 言 者 とが ， か か っ て い

る 。」 （マ タ／ｆ２２；３５－４０）

救 い 主 の 時 代 に は ， ヘ ブ ライ語 の聖 典 は い くつか の部 分 に

分 か れ て い た。 初 め の ５書 は律 法 書 と呼 ば れ ， 別 の 書 は 予 言

書 と呼 ば れ て い た 。律 法 学者 に答 え て主 は 申命 記 と レ ビ記 を

引 用 した 。 これ らは ヘ ブ ライ語 の律 法 書 の う ちの ２書 で あ っ
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た。 こうして・イエス ・キリストは，愛 という２つの偉大な律

法が，ヘブライ語の聖典にあるすべての宗教的な教えの中で

基本となることを明 らかにしている。

第一の大切な戒めは主なる私たちの神を愛することである

が，私たちはどのように神に対す る愛を示すことができるだ

ろうか，私たちは御子のみ名により御父に捧げる祈 りの 中

で，また神々であられる御二方を礼拝することで愛を示すこ

とができる。しかし，総括的な意味力～、ら主は次のように言わ

れている。 「もしあなたがたがわたしを愛するならば，わた

しのいましめを守るべきである。」（ヨハネ１４：１５）言い換え

れば，私たちは 「神の口より出るすべての言によりて生」

きなければならないのである。（教義 と聖約８４：４４）

永遠の御父 と独 り子は共に，私たちに対 して力強 く広い完

全な愛を持 っておられる。また私たち以上にす ぐれた知性と

理解力を有 しておられ，その愛め心は私たちの愛する力をは

るかに越えている。この神々であられる御二方は非常に高め

られた愛の特性を持っておられるところから，聖典では 「神

は愛である」と述べている。（１ヨハネ ４：１６） 事実，神の

大いなる愛は，私たちが心の底から思い，強 く認識 したとし

て も，はるかに卓越 したものである。偉大な霊的経験を通し

てみたまを豊かに感 じる時，私たちは神の愛が大いなること

を一層強 く感 じるのである。

神は私たちの霊の父である。神は私たちをこの地上 に置 き

たまい，独 り子を通して救いという福音の計画を 与 え られ

た。それによって私たちは神のみもとに．立ち返 り，昇栄ある

いは永遠の生命を受けることができる。この光栄ある位を得

る者は，現在の理解力をはるかに越えた甘美な愛を経験する

ことであろう。

「神はそのひとり子を賜わ
ったほどに，この世を愛 して下

さった。それは御子を信 じる者がひとりも滅びないで，永遠

の命を得るためである。」（ヨハネ３：１６）

イエス ・キリス トもまた私たちを愛する故にその命を惜 し

げなく捧げ，私たちの罪のために血を流 された。そして万人

の 復 活 を もた らさ れ た の で あ る。 「人 が そ の友 の た き６に 自分

の 命 を捨 て る こ と， これ よ り も大 きな 愛 はな い 。」 （ヨハ ネ１５

：１３）

全 人 類 の中 に あ って ， イ エ スが パ レスチ ナで ， あ るい は復

活 後 に ニ ー フ ァイ人 に現 わ れ て 示 され た ほ どに 完全 な愛 の模

範 はな い。 イ エ ス は病 人 を い や し，』死 人 を よみ が え らせ ，盲

人 の 目 を開 き， 耳 しいの 耳 を 聞 こえ る よ う に され た 。 そ して

らい病 患 者 を 清 め られ た 。 イ エ ス の心 は貧 しい者 と悩 め る者

に対 す る あわ れ み で 一杯 で あ った 。 そ の深 い思 い に よ ６て，

それ らの人 々を 霊 的 に高 め られ た の で あ る。

キ リス トの 愛 とあ わ れ み は ， モ ル モ ン経 の中 の幼 な子 らを

祝 福 して い る と こ ろ に美 し く描 か れ て い る。

「イ エ ス は… … とか れ らに言 って， 涙 を流 した も うた。 こ

れ は群 衆 が 親 し く見 て証 を す る と こ．ろ で あ る。 イ エ ス は それ

か らか れ らの 小 さい子 供 た ち を一 人 一 人 近 よせ て これ に祝 福

を 与 え ， か れ らの た め に御 父 に祈 りた も うた。 そ して これ を

して しま う とま た涙 を流 した も うた。 イ エ スが 群 衆 に 『汝 ら

の子 供 た ちを見 よ』 と仰 せ に な っ たか ら， 群 衆 が これ を 見 よ

う と顔 を上 げ る時 天 を仰 いで 見 る と， 天 が 開 け て 天 使 らが 火

の 中 に取 り巻 か れ て い るよ うな有 様 で 天 降 り， 子供 た ちを取

りか こん だ の で子 供 た ち もま た火 に取 りか ζま れ ， 天 使 らは

子 供 た ちに祝 福 を与 え た 。」 （皿ニ ー フ デイ．１７１ゴ２０；２４）「∵ １、．・

キ リス トの偉 大 な愛 を示 す す ば ら しい模 範 は ， 死 め直 前 に

十 字 架 に か け られ て 苦 もん して い る時 の様 子 に見 られ るよ１不

エ スは次 の よ うに祈 られ た。 「父 よ， 彼 らを お ゆ る し ぐだ さ

い。 彼 らは何 を して い る のか ， わ か らず にい るの で す ６」 （ル

カ２３；３４） 一 『・ξ ’

イ エ ヌ ・・キ リス トの福 音 に あ って 中 心 とな るテ 甲マ，「ま た

最 も強 い力 は愛 で あ る。 救 い主 は 使 徒 た ちに教 え られ た。

「わ た しは
， 新 しい い ま しめを あな た が た に与 え る， 互 に

愛 し合 い な さ い。 わ た しが あな た が た を愛 した よ うに， あ な

たが た も互 に愛 し合 い な さい 。 互 に愛 し合 うな らば， それ に

よ って， あ な たが たが わ た しの弟 子 で あ る こ とを， すべ て の
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者 が認 め るで あ ろ う。」 （ヨハ ネ１３：３４－ ３５）

キ リス トは第 二 の大 切 な戒 め を， 自分 を 愛 す る よ う に私 た

ちの 隣 り人 を愛 す る こ とで あ る と言 わ れ た 。 偉 大 な 教 師 で あ

る主 は， 自己 中心 に な るこ とが 人 間 の本 性 で あ る こ とを 知 っ

て お られ た の で あ る。 そ の た め私 た ち は よい ク リスチ ャ ン と

な るよ う， 自分 を愛 す る よ うに他 の 人 々 を 愛 さな けれ ば な ら

な い。 自分 を 愛 す る よ うに隣 り人 を 愛 す るな らば， 私 た ち が

隣 り人 に接 す る時 の態 度 は， 親 切 ， キ リス トの 純 粋 な愛 ，寛

容 に よ る もの で あ るだ ろ う。 そ して 私 た ちの 行 な い は す べ て

愛 に よ って和 らげ られ る こ とだ ろ う。 イ エ ス も次 の よ うに教

え て お られ る。

「しか し
， わ た しは あ な たが た に言 う。 敵 を 愛 し， の ろ う

者 を祝 福 し， 憎 む 者 に善 を な し， さげ す む 者 ， 迫 害 す る者 の

た め に祈 れ 。 こ う して ， 天 にい ます あな た が た の 父 の子 とな

るた め で あ る。 … … … あ な たが た の天 の 父 が 完 全 で あ られ る

よ うに， あ な たが た も完 全 な者 とな りな さい 。」 （欽 定訳 マ タ

ノｆ５ ：４４－ ４５， ４８）

夫 婦 が 末 日聖 徒 の 場 合 ， 夫 と妻 の 関 係 は どの よ うに あ るべ

きだ ろ うか 。

夫 と妻 は互 い にい つ も慈 愛 深 く親 切 で な け れ ば な らな い。

ど ち ら も相 手 の気 持 を傷 つ け る よ うな こ とを言 った り， 行 な

った り して はな らな い 。 絶 え ず ２人 の 間 に は深 い愛 と愛 の表

現 が な けれ ば な らな い 。ど ん な時 に も，相 手 の生 活 に喜 び と幸

福 を もた らす た め に あ らゆ る こ とを す る努 力 を心 が け る必 要

が あ る 。夫 は妻 の仕 事 に感 謝 の気 持 を 示 し，妻 も同 じよ うにす

るの で あ る。互 い に相 手 を 高 め，幸 福 に す る方 法 を見 つ け る必

要 が あ ろ う。夫 も妻 も，互 い に愛 を示 さな い 日を １日 た りと も

送 って は な らな い 。相 手 は わ か って い る は ず だか ら示 す 必 要

もな い な ど と思 って は な らな い の で あ る 。あ る時，私 が 責任 を ．

与 え一られ て い た 大会 に，恵 まれ て ジ ョセ ブ６フ ィール デ ィング

・ス ミス 大 管長 と妻 の ジェ シー姉 妹 が 出 席 され た こ とが あ
っ

た 。 そ の 時 ， ス ミス姉 妹 は次 の よ う に話 され た 。 「私 は ｒ日

た り と も夫 に私 が愛 して い’る こ とを 言 わ な か った 日．はあ ’り．ま，
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せ ん 。夫 も私 に そ の よ う に言 わ な か った 日は な い ので す 。」

この よ うな 間柄 の と こ ろで は，神 は そ の夫 婦 に，特 に主 の宮

居 に お い て神 権 の権 能 に よ り結 ば れ た 夫婦 に ，天 か ら恵 み を

注 ぎ た も うこ とで あ ろ う 。そ して 高 き と こ ろ よ り来 る権能 は，

この よ うな夫 婦 の 愛 と結婚 を永 遠 に結 ぶ で あ ろ う。

デ ビ ド ・０．・マ ッケ ィ大 管 長 はつ ね に 家 庭 に お け る愛 と一

致 を強 調 して 言 わ れ た 。 「家 庭 は愛 に よ って 永遠 の もの とな

る 。」 （「幸 福 へ の道 」Ｐ．１１４）

「自制 の価 値 を 知 ろ う
。 口 に出 され な か った言 葉 を後 悔 す

る こ と は ない のだ 。私 は 自制 を欠 くこ とが 不幸 と不 和 を もた

らす 最 た る原 因 で あ る と思 って い る。 私 た ち は他 人 の い や な

と ころを 見 つ けて ， 非 難 しが ちで あ る。 そ して そ の非 難 の 言

葉 は悪 感 情 を生 む。 も しい や な と こ ろを 見 つ けて も言 わ な い

で お こ う。 少 した て ば， 敵 意 や 悪 意 のか わ り に一致 と安 ら ぎ

だ け に な る の だか ら。 舌 を 抑 制 す る こ と は， 家 庭 に一 致 を も

た らす 最 も大 い な る力 で あ り，私 た ちの 多 くは この力 を伸 ば

さず に い る こ とが 多 々 あ る。」 （「同 上 」Ｐ．１２０）

愛 は ま た家 庭 生 活 の 中 心 が何 で あ るか を 明 らか にす る もの

で あ る。 両 親 は， す べ て の子 供 が つ ね に家 族 に と って 大 切 な

存 在 で あ る こ とを 感 じ させ る必 要 が あ る。 そ して 自分 た ち の

愛 を 子 供 た ち に表 わ さな け れ ば な らな い。 心 か ら愛 して い る

こ とを ， い ろい ろな方 法 に よ って示 す の で あ る。 この よ うな

家 庭 に は主 の み た ま が 宿 るで あ ろ う。 家 族 は愛 の もと に一 致

し，．それ ゆ え 神 の も とに 一致 す るよ うに な る。 次 に子 供 た ち

は両 親 に対 して愛 を示 し， 両 親 を喜 ばせ るよ う努 力 す る よ う

にな る。

深 い愛 に よ り行 動 す る家 族 に とっ て， その 目標 はす べ て に

お い て救 い主 の戒 め を守 る こと で あ り， いつ の 日か永 遠 の 御

父 とそ の独 り子 の み も とに立 ち返 ら て共 に住 む こ と で あ ろ

うあ ∴ 』∵』’１ゴ 「 濯 ’

主 の真 の福 音 が 再 び 地 上 に回 復 され ， 主 の教 会 は この末 日

聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 で あ る こ とを 証 した い 。・

イ ェ‘ズ ・キ リス トの み名 に よ り， ア ー メ ン。

ｄ

ｄ
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人がいとも簡単に悪を容認 してしま

うことに驚かざるを得ない。そのほと

んどが明 らかにサタンから来 るもので

あり，かつては公に非難されていた行

動や考えを，少量ずつではあるが次第

に量をふやしつつ，今日より多 くの人

々が味を覚え好みはじめている。

この原則の２つの例を見てもらいた

い。 １つは，非常に短いスカー トがほ

とんど世界中の人々に受け入れ られて

いるということである。 ミニスカー ト

を道徳上問題があると指摘する人々は

淑女ぶる女 という刻印を押され，また

そう見る方の側が悪いと言われ る。こ

のような態度は教会の中でもまった く

見 られないわけではない。教会が慎ま

しやかな服装という標準をうち立てて

いるのを知っているにもかかわらず，

何の気のとがめもな くそのような悪へ

の寛容心を身につけている女性や男性

がいる。

もう１つの例は，同様に人々の間に

入 り込んでいるものであるが，恐 らく

もっと重大なことである。表向きは表

現の自由，芸術におけるリアリズムの

追求 という理由で，映画製作者，作家

テレビのプロデューサーたちは，今 日

では 「現代的，進歩的な考え」を示す

に他ならないが，１０年前な らわいせつ

と騒がれたであろうみだ らなことを世

に流れ出るままにしているのである。

この世界的なわいせつに関する問題

は真剣に考慮 されねばならない。第一

に，人を食い物にし，そそのか した り

する性的な事柄を売 りものにするもの

は，キ リス トの教えに反するというこ

とに論争の余電はないのである。これ

らのものに自ら染まろうとする末日聖

勤ｒ 、 犠

へ の 寛 容
Ｍ ・ダ ラ ス ・バ ー ネ ッ ト

徒は，悪に加担 しているのである。こ

れはそれ自体悪であるばか りか，その

悪影響が他の不道徳な行ないを生みだ

す結果 ともなる。

主が 「罪を見ていささか もこれを許

すを得 ざればなり」と言われているこ

とか らも，もしみだらな本や映画，テ

レビなどに少 しでもかかわ りを持つな

ら，我々は自らを危険にさらすことに

なるのである。それははっきりしてい

る。ふさわ しくないものをすべて見分

けるのはそう簡単なことではないか も

しれないが，恐 らくそうしたケースの

９５パーセントまでは問題な い で あ ろ

う。

末 日聖徒にとり，さらに困難な問題

と思えるのは，ポルノやわいせつに立

ち向かう政府の態度にどのような立場

をとるべきか というこ と で あ る。末

日聖徒の住む国々の政府がわいせつに

対 してとっている態度はさまざまであ

る。 しかしほとんどどの政府 も表現の

自由を保障 しており，中には性的な も

のが世にはびこるのを制すべきではな

いと感 じている国民 もいる。

たとえば，アメリカは考え方の変化

が著 しい典型である。１９５７年までは，

合衆国の最高裁判所が米国憲法第 １条

の修正により，わいせつは保護 される

べき表現ではないという原則を認あて

いた。最高裁はわいせつとは何かはっ

きりしないまま，とにか く強 くそれに

反対 していたのである。

今日，人々は驚いている。世の中に

は何 ものをもわいせつとは見ず，ある

いはわいせつを保護された表現の一方

法とする微妙な しか し現実の傾向がみ

られる。これが前述 した次第に大 きく

な りつつある悪への寛容の姿である。

そして法的に支持を得ているものもあ

る。そのような支持のほとんどは，．外

面上表現の自由が他の何 よりも重要で

あるという概念に基づ くものである。

数年前にあるコメデ ィアンが社会問

題を取 りあげ， 「市民の自由を叫ぶ人

々」が本当は憲法にない快楽の自由を

求めなが ら，言論の自由にあやかって

わい談を弁護 していると言ったが，そ

れは図星であったように思われる。彼

はさらに詩をこっけいにもじって，こ

のような考えをつけ加えた。 「さあも

っと読 もう，いかがわしい本は楽 しい

ものだ。」

表現の自由は確かに貴重な特権であ

る。人間の自由意志に関す る末 日聖徒

の神学は，真理の探究について可能な

限 り広範囲な話 し合いがなされ るべき

であると我々にはっきり教えている。

しか しながら，どの社会 も絶対的な

拘束のない自由を認めているなどと誤

解 してはならない。責任があってこそ

自由は意味をなすのである。人々を危

険にさらして自由を行使するような人

に自由を与えるのは愚行であろう。

わいせつを売 り歩 く者，すなわち商

業上許容されている媒体を利用する人

々は，社会にとり危険な人々といえよ

う。ほとんどの場合，彼 らの商品は重

要な問題についてより深 く討論するた

めではな く，利益のためにあるのであ

る。

民主社会に見られている悪い思想を

さえ擁護することと，映画やテレビ，

印刷物などで欲望を満たすこととはま

った く異質のものである。
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ま た １日が 過 ぎて ， ジ ェ リー ・ア ン ド リュ ース は 分隊 の テ

ン トの中 に あ る 自分 の簡 易 寝 台 に も ぐ り込 ん だ 。

み んな は戦 争 が 終 りに近 づ いて い る と言 うが ， 彼 は ま だ戦

争 を 厳 然 た る事 実 と して 身 近 に感 じて い た 。護 送 とい う仕 事

はつ ね に油 断 が で きず ， 非 常 に疲 れ る仕 事 で あ った 。寝 台 に

横 にな り， 移 動 の こ とな ど気 に しな い だ け で も本 当 に楽 だ っ

た。

「お い
， 坊 さん」 ， ジ ェ リー に この あ だ名 を つ け た親 友 の

シ ュ ミ ッ トが 声 を か け た 。 「食 事 に行 くか い ？」

ヂ少 し後 に す る よ。今 は とて も疲 れ て る か ら。 こ こに横 に

な って いて 体 を 休 め た い ん だ 。」

「じゃ あ食 い っぱ ぐれ るな よ
。 ブ リレイ軍 曹 が行 列 に近 づ

い た らも う終 りだ か らな 。俺 は先 に洗 面 所 へ行 っ て るぜ 。」

「戻
って来 た ら声 を か け て くれ よ。 それ か ら行 くか ら。」

シ ュ ミッ トは行 った。 目 を 閉 じる とジ ェ リー はす ぐに眠 っ

て しま った 。彼 は は っ と して 目 を さ ま した。 外 は暗 か っ た。

シ ュ ミッ トは， 食 事 に起 こ しに来 なか っ た。 ジ ェ リーは ， テ

ン トの端 に あ るカ ー タ ー の寝 台 を 囲 んで い る隊 の仲 間 に 目を

や った。』

「お い
， 坊 さ ん」 カ ー タ ーが 呼 んだ 。「お 目覚 め の よ う だ

な。 残 念 な が らみ んな 終 わ っ ち ゃ った と こ ろだ ぜ 。」

「何 を や って るん だ い ？」 彼 は カ ー タ ーの寝 台 の 方 へ歩 い

て行 っ た。 シ ュ ミ ッ トが トラン ク の端 を あ けて くれ た の で そ

こへ 腰 をか け た。

「司 令 官 の お や じさ んが 言 う こ とに は ，今 晩 以後 は も うテ

ン トに酒 が な くな る と い う こ とだ 。 き ょう中隊 の連 中が 張 っ

た あの テ ン トか ら酒 を 買 い戻 して くるま で， 酒 盛 りを お あず

け しな き ゃな らな い の さ。 そ れ に ケ ア リー が た った今 お や じ

にな った こ とが わ か った ん だ 。」

「お め で と う
， お や じ さん 。」

「あ りが と う，坊 さん 。」

「そ れ か ら
， 俺 に 国へ 帰 る命 令 が 今 出 た ん だ よ。 ４日後 に

出 発 さ。」 カ ー タ ーが 続 け た 。

「そ りや す ごい な， カー タ ー 。」

「そ れ で こ う して 集 ま って
， ３つ 一 緒 の パ ー テ ィーを 開 い

て い る とい う訳 さ。 坊 さ ん もやれ よ 。」 カ ー ター が び ん を押

しつ け た。 「俺 た ち と一 緒 に飲 め よ 。」

「い や結 構 だ
。」

「さ あ
， 坊 さ ん。 もう ２， ３日で俺 は 国 に帰 るん だ。 友 だ

ち だ ろ う ？」

「そ うだ
。 で も。」

「い った い何 な ん だ よ。 俺 た ち は友 だ ち か い，ｒそ れ と も違

うのか ？」
「「わ か

って るだ ろ う 。」

「そ んな ら飲 め よ，相 棒 。 そ れ に， ケ ア リーは お や じさ ん

だ 。 立 派 な 坊 さん よ。 こん な特 別 な 時 に は人 間 ら しい と ころ

を 見 せ て くれ ね えの か 。」
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「見 せ て くれ る さ
。 さあ ，坊 さん。 だれ も初 めて 父 親 にな

る の は １回 しか な いん だ 。」

「飲 めな い よ
。」

「ど う して だ よ う ？」 カ ー タ ーは も う １本 のび んを 開 けて

ひ と飲 みす る と， ケ ア リーに渡 した。

「つ ま り
， 私 の 宗教 に反 す るか らだ。 それ に， と にか くア

ル コ ール は体 に毒 だ 。」

「や め ろ よ
。 日曜学 校 の レ ッス ンで覚 えた よ うな答 え じゃ

い ま ひ とた び

ジ ョセ ブ ・テ ィル トン



ね えか 。 ま るで 子供 が詩 か何 か を暗 し ょ うす る時 の よ うだ 。

毒 に はな らねえ よ。 朝 に な れ ば体 か ら出 ち ゃ うさ。 そ れ と も

何 か い， 俺 た ち の友 情 に そ の毒 を 注 ぎ込 も う って のか い 。」

カ ー タ ーは 親指 と人 さ し指 で び ん に入 っ た酒 の 量 を 示 した 。

「た った １セ ンチ で友 情 を ぶ ち こわす こ とにな るん だ ぜ 。」

隊 の 残 りの者 の 中 か ら もけ しか け る声 が あが った 。 親友 だ

っ た はず の シ ュ ミ ッ トま で が さか ん に勧 め るの だ った 。 「坊

さ ん， や れ よ。 ひ と飲 み じ ゃな い か 。」

「ほ ん の ち ょっ とだ け だ ろ う
。」

「これ っぽ っち の もの が何 で体 に悪 い んだ よ
。」

「命 に 別状 は な い さ
。 さ， お前 も人 間 だ って こ とを 見 せ て

くれ よな 。」

１１対 １， そ して そ の １１人 は みな 親 しい隊 の仲 間 な の だ 。 国

を 出 て 以来 ５ヵ月 ， い つ も一 緒 だ っ た５ 家 族 や 恋 人 の こ と，

軍 の こ と， そ れ に将 来 の生 活 の設 計 に至 る まで ， 何 で も打 ち

明 け 合 った 。 そ して， 軍 以 外 の普 通 の生 活 で は 味 わ えな い よ

うな 固 い きず な が， １人 １人 を強 く結 び つ けて き た の だ っ

た 。 だ が， 彼 ジ ェ リー ・ア ン ドリュ ー ス に は，完 全 に腹 の底

か らみ ん な に とけ込 め な い ものが あ った ｄ

び ん が， い つ の 間 にか 手 の 中 に置 か れ て いた 。 び ん を持 ち

上 げ る と， み ん な の視 線 が ジ ェ リー の顔 に注 が れ た 。 そ して

液 体 が傾 け た び ん の 中か ら口へ 入 った 。 口 も とか らび ん を離ｉ

した 時 ， ジ ェ リー に は， ま る で火 が 体 の内 部 を 上 か ら下 へ な

め 尽 く して い くよ うに思 われ た。 む せ か え り， 苦 しみ の た め

に 目 か ら涙 が 出 て来 た。 気 が つ くと． テ ン トの 中 は 静 ま りか

え って い た。

「ア ン ドリ
ュー ス， や っ た な 。」 信 じられ な い とい った ふ

うで 口 火 を切 った の は カ ー タ ーだ った 。

「や った な
。」 ケ ア リーが言 った 。「俺 た ち と全然 違 わ ね え

じゃ ね え か 。」

「何 だ よ
， ア ン ドリ ュー ス 。」シ ュ ミ ッ トが つ け 加 え て言 っ

た。 「ケ ア リー の言 う通 りだ 。 お 前 もこ こ にい るみ ん な と変

わ りな い ん だ な 。」

ジ ェ リー は胸 が む か つ くのを お ぼ え ， そ の場 を去 った。 見

る と， ち ょ うど ドア の と こ ろ に， 彼 らの リーダ ーの ア レ ン少

佐 が沈 ん だ顔 を して 立 って い た。 「ジ ェ リー， 私 は君 だ け は

違 う と思 っ て い た よ。 本 当 に そ う思 って い た 。」

「で
， で も， 私 は …… 」 ジ ェ リーは うめ くよ うに して言 っ

た。 「も う １度 ， も う １度 だ けチ ャ ン スを くだ さい。 この こ

とは な か っ た こと に して 忘 れ て くだ さい 。」

「だれ も忘 れ る こ とは で きな い よ
， ジ ェ リー。 君 は， 初 め

は み ん な と違 って い た。 だ が 今 は 同 じだ 。彼 らは， 君 が 飲 ん

だ こ とを 口実 に して 自分 た ち の行 動 を 正 当 化 す るだ ろ う。 君

は彼 らの 口実 に使 わ れ るん だ 。」 ・

「そ んな ／ そ んな こ と考 え ませ ん で した
。 も との状 態 に戻

して くだ さ い 。」

「で きな い よ
， ジ ェ リー。 君 は ， これ か ら進 む道 が た っ た

１つ しか な い と い う事 実 に 目覚 め な け れ ば な らな い のだ 。」

「目 を覚 ます ん だ よ
．／」

ゆす られ て ジ ェ リーは 目を 開 け た。 シ ュ ミッ トが シャ ワ ー

を浴 び た ま ま の体 で ジ ェ リーの足 を ゆ す って い た。 「坊 さ ん

よ， 本 当 に眠 っ ち ゃ った な 。 あ と ５分 あ る。走 れ ば 食 え る

ぜ 。 お い， 何 だ って ニ ヤ ニ ヤ して ん だ い。 そ うだ， お前 に勧

め られ て た本 読 まな き ゃな 。 お前 の よ うな大 め し食 い の こと

が 書 い て あ るか い ？」
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臼 本 伝 道 本 部

再 び三条 に

教会支部 がで きる
１９４０年 代 の 終 りか ら５０年 代 の は じめ にか け て， 宣 教 師 が 日

本 に も ど って きた 頃， 人 口９０，０００人 の新 潟 県 の三 条 は，福 音

が最 初 に 開 か れ た 町 の １つ で した。 数 年 後 ， い くつ か の 間 題

か ら合併 され宣 教 師 は離 れ ま した 。 それ は三 条 の 会員 た ちに

と って悲 しい 日 々で した。

しか し１４年 後 ， 再 び 伝 道 を 開 始 す るた め， 東 京 か ら宣 教 師

がや って き ま した 。

１９７１年 ３月 １６円到 着 す るやす ぐ活 動 が は じま りま した 。 ４

人 の 宣 教 師 と ３人 の 会員 で， 日曜 集 会 が は じま っ た三 条 伝 道

地 は そ の後 急 速 に成 長 しま した。 教 会 の二 階 の六 昼 で 開 か れ

て い た集 会 は ，改 築 した一 階 に移 りま した。 三 条 に住 む 昔 か

らの 教 会員 が基 礎 とな り， 会 員 も増 加 して き ま した 。

この ３月 王９日， それ は伝 道 開 始 後 １年 目 に な ります が ， ト

モス エ ・ア ポ伝 道 部 長 管 理 の も とに， 独 立 支 部 に な り ま し

た。 ６６名 の会 員 と家 族 が 出席 しま した 。

昔 か らの教 会 員 で あ る前 田裕 一 兄 弟 が 支 部 長 に 支持 され ま

した ， バ プ テ ス マ を受 け てわ ず か ５か 月 で 長 老 と して聖 任 さ

れ た南 波 弘兄 弟 が 第 一 副 支 部 長 兼 書 記 に任 命 され ま した。 ま

た池 団弘 兄 弟 が 長 老 に支 持 され 第 ２副 支 部 長 に任 命 され ま し

た． 日本 伝 道 部内 にお いて も三 条 は ど こ よ り も早 く進 歩 して

い る支 部 の一つ で す。 １．み た ま 一１と福 音 へ の 愛 を とお して会

１霧

．

離鍵

の

員 た ちは大 き く成 長 して き ま した 。

ア ポ伝 遵 部 長 は， 近 い将 来 ， 礼 拝 堂 が 建 て られ るよ うに頑

張 って 下 さい と会 員 た ち に話 され ま した 。 会 員 た ちが今 も っ

て い る精 神 か らみ て も， こ の 目標 達 成 は そ う遠 い こ とで は な

い で しよ う。

写真説 明 ：三条 支部長会 と会 員

前列右よ り２番 目 前 田 裕 一 支部長

前列右端 池 田 弘 第 ２副支部長

後列右端 南波 弘 第副 １兼書記

東 地 方 部 組 織 の 紹 介

燃１
壌

瀕 蟹甥可 ｗ

瀬 甑螂譜 幾

葎 笹１避 ぎ
や き ぐ き塗

』ｈ善亀

夢 騨鱒 鰹

蕊 角

離 ．１愈 、

磯

鵡

調 鑑 操 ｒ

壕 郵 ・誇蓉

昨年 １月３１日， ３つの地方部が組織 されましたが，役員の

充実と効果的な指導を意図として， この度 ２つの地方部に統

合されました。東地方部役員をご紹介 しましよう。

写真説明

前列左 よ り

関 澄夫

工藤 栄一

浜田 哲

真下 宏

新居 休

評議 員幹部書記

第 ２副地方部長

地方部長

第 １副地方部長

書記 ，評議 員

後列左より

綿沢三千男

景山恵美子

金子 良子

市川 裕子

渡辺 道大

（桂 文子

評議員

扶助協会第 １

扶助協会会長

ＹＷＭＩＡ

ＹＭＭ［Ａ

ＹＷＭＩＡ第 １）
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日 本 中 央 伝 道 部

西 宮 支 音
去 る２月１９日，待望の鍬入れ式が西宮支部で行なわれまし

た。清水伝道部長夫妻をはじめ，ハーディング監督，神尾地

方部長など多 くの兄弟姉妹が参加 し，記念すべき式典は，簡

素な内にも力強 く行なわれました。

西宮支部は，ブラウン監督の下で建築宣教師により建築さ

れ， ８ヵ月で完成の予定， ３月１０日頃には基礎のコンクリー

トが打ち込まれるほどの急 ピッチで進んでおります。ちょう

ど学生の春休みの時でもあり，朝早 くから兄弟達 も参加 して

作業が進められており，姉妹達 も，食事の準備に大わらわと

いったところです。

神尾地方部長をはじめ，大阪地方部の全会員が，全面的に

これを支援 し，一日も早 く教会堂を完成させる様働いており

ます。

西宮支部は，建築中は，現在の尼崎支部の建物で ２部制で

β鍬 入 式

集 会 を開 い て い ます 。

住 所 ：兵 庫 県 尼 崎 市 南 塚 口町 ２－ １２－ ２１

南 塚 ロ ビノレ２階

京 都 支 部 の 完 成
オル ソ ン監督 の 下 ，多 くの建 築 宣 教 師 の働 き に よ り ３月 末 日で建 物 が 完 成 し， ４月 １日 に

オ ー プ ンハ ウ ス， ２日の復 活 祭 の 日か ら集 会 を 行 な う こ とに な りま した。 多 くの援 助 を あ

りが と う ご ざい ま した。 オ ル ソ ン監 督 は じめ ， 建築 宣 教 師 に も心 か ら感 謝 して お ります 。

モルモ ンセ ブ ンの活躍

宣 教 師 ７人 か らな る モル モ ン セ ブ ンが ，

各 支 部 を 回 って ， オ ー プ ンハ ウ スの 行 事 を

行 な い， 多 くの求 道 者 を得 るた め に 活躍 し

て い ます 。

去 る ２月 １４日， 坂 井 時 忠 兵庫 県知 事 を訪

問， 演 奏 を しま した 。 坂 井 知 事 は 昨 年 ，他

の ７県 の知 事 と共 に ソル トレ ー クを訪 問 し

て， 教 会 の幹 部 と親 し く会 い ，厚 い もて な

しを受 け ま した。

４月 に は， 中 部 テ レビで ， 出 演 の 話 も本

決 ま り とな 吻 今 後 の活 躍 が ， 大 い に期 待

され て い ま す。
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日 本 西 部 伝 道 部

地 方 部 大 会

２月，日本西部伝道部では １ヵ月間にわたって中国，九州北部，九州

南部，沖縄の地方部大会が開かれ，千人以上の兄弟姉妹が集 う霊感あふ

れる大会となりま した。

２月１９，２０日の両 日に行なわれた沖縄地方部大会は， ５月１５日の本土

復帰を目前に控えた復帰前の最後の大会で，戦災や統治下の苦労に耐え

てきた人々に対する伝道部長の祝福の言葉や伝道部長会の力強い証に，

多 くの兄弟姉妹が真剣に耳を傾け，それ らの １つ １つを心に深 く刻み込

みました。

また ２月 ２， ３日に行なわれた九州北部地方部大会には，数人の耳の

聞こえない兄弟姉妹が出席 して，多 くの人々に深い感動を与えました。

この兄弟姉妹たちは，壇上で話される言葉に全身全霊を傾け，あるいは 、

宣教師の筆記する文を読み，あるいは互いに手話を交わすこ と に よ っ

て，指導者の話や兄弟姉妹の証を聞きました。

主があらゆる人々に福音を与えたまい，救いの計画を備えておられる

ことをさらに強 く感 じることのできた大会で した。またこの伝道部にお

いても，聖典に記されている １つの真理が確かに成就 されつつあること

をはっきりと知ることができました。

その時，耳の聞えぬ者たちもかの書物の言葉を聞き，目の見えぬ：

人たちも不明なる暗黒の有様でなくなり，よく見て知ることを得

べ し。 （豆ニーファイ２７：２９）、
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東 京 ス テ ー キ 部

日本人初 の

祝福師誕生

今年最初の東京 ステーキ部大会が ２

月２６，２７日の ２日間にわたって開催 さ

れました。恵 まれて今大会には十二使

徒 リグランド・リチャーズ長老が来 日

され，その霊感あふるる言葉は大会に

集った聖徒たちすべての心を魅了 し，

会場は感動のるつぼと化 しました。

三代続いて十二使徒に召 されるとい

う血す じの良さに加えて， ミスター宣

教師と異名をとる彼の伝道生活をも含

めて，その豊富な経験 （各地の監督，

ステーキ部長，伝道部長，管理監督を

歴任）か らわき出る話はとどまるとこ

ろを知 らず，そのまま私たちの入生の

指針 とな り，霊を目覚めさせて くれる

もので した。

＊ ＊ ＊

今大会にあって東京ステーキ部はま

た大きな祝福を受けま した。それは日

本人としてはもちろんのこと，アジア

で最初の祝福師が誕生するという文字

通りの祝福を受けたのです。その期待

をになって祝福師に召されたのは横浜

ワード部の渡部正雄兄弟で した。渡部

兄弟が祝福師 として召されるよう支持

が取 られた時，多 くの人々が東京ステ

ーキ部の歴史の一瞬に立ち会っている

喜びと感動を味わったことで しょう。

これからは日本人によって，日本語で

続福を聞 くことができるのです。

＊ ＊ ＊

〈渡部正雄兄弟の略歴〉若い頃から真

ｉ≡ｉを求めて数々の宗教を遍 歴 した彼

は，戦後，キリス ト教に接 し，まずカ

トリック教会に１年間，プロテスタン

トの教会に １年間とそれぞ れ 経 験 し

た。 しか し彼の求めてやまない心はつ

いに本当の真理を探 りあてることがで

きた。１９４９年１１月 ６日，仙台の広瀬川

上流において大いなる感動をもってバ

プテスマを受けたのである。それか ら

１ヵ月余 り後のクリスマスの日にアロ

ン神権祭司の職に聖任 され１９５２年 ４月

２０日にメルケゼデク神権を受け，長老

の職に聖任された。１９５２年 ５月１３日に

日本人として初代の仙台支部長に任命

された。その間仙台の地で自ら受けた

真理をより多 くの人々にと，伝道に熱

意を燃や し，毎日通う列車の中で悔い

改めを叫び，チラシを配 り， 「キリス

トさん」と呼ばれながら毎 日伝道活動

に専念 した。その精神は子供達にも受

け継がれ，後でも述べるが三男の正和

兄弟がブラジルに伝道 したとき言葉を

かけられたある求道者は，昔，同じ内

容のものを聞かされたと言 った。それ

は仙台の地で 「キ リス トさん」に声を

かけられた人だった。彼の目の前に立

つ宣教師がその息子 とわか り，その求

道者は感激 してバプテスマを受けた。

彼の伝道活動の影響は遠 く地球の裏

側まで届いていたのである。なお現ス

テーキ部高等評議員の斉藤三正兄弟は

「キ リス トさん」に列車の中で伝道さ

れた １人である。

１９５７年 ９月 １日，教会の翻訳者とし

て伝道本部に召されて，横浜にその居

を移 した。翌１９５８年 ４月に伝道部系図

委員会会長に任命 され，ステーキ部に

なるまでこの職は続き，この間，地方

部評議員，副地方部長等を兼任 した。

１９７０年 ３月１５日，東京ステーキ部誕

生 と同時に十二使徒ゴー ドン・Ｂ・ヒン

クレー長老により七十人に聖任され，

東京ステーキ部伝道部長会第二副伝道

部長に任命 され，第一副伝道部長にな

ったあと，１９７！年 ９月１９日，ナサン ・

エル ドン・タナー副管長により大祭司

に聖任 され，高等評議員代 理 に 召 さ

れ，１９７２年 ２月２７日，十二使徒 リグラ

ンド・リチャーズ長老により東京ステ

ーキ部祝福師に聖任 されたのである。

彼の家は大家族 としても有 名 で あ

る。妻尚子姉妹 との間に６人の子供達

がいる。長男正尚兄弟は現在日本伝道

部第二副伝道部長の責任を果たし，妻

フェイス姉妹 との聞に６歳 と３歳と １

歳の子供がある。次男正二兄弟は現在

ハワイのチャージカレッジで数学を教

え，妻のクレア姉妹 も高等学校で数学

を教えており，生後 ３ヵ月の子供があ

る。 ３男正和兄弟は現在ブリガム・ヤ

ング大学で勉学に励んでいるが，以上

３人の兄弟はそれぞれ ２年間の伝道を

経験 している。長女聖子姉妹は子供の

日曜学校で，また次女安子姉妹は初等

協会の会長会でその責任を果たし， ４

男正末兄弟は現在執事定員会会長 とし

てがんばっている。この信仰の大家族

は祝福師の父親を家長 として今後 もよ

り一層発展 し，そのモルモン・スピリ

ットを多 くの人々に示 して くれ ること

であろう。

Ｌ
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